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（1）

100年を越えて

新たなステージへ

まっすぐに!!
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（2）

２
０
２
３
年
度
総
会
の
ご
案
内

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
母
校
の
創
立
１
０
０
年
を

祝
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
同
窓
会
の
発
展
に
と
っ
て
、
有
意
義
な

ご
意
見
を
拝
聴
で
き
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

期
日　

２
０
２
３
年
７
月
８
日
（
土
）

　

場
所　

明
石
高
校　

会
議
室
（
３
階
）

　

受
付　

午
前
10
時
か
ら

　

開
始　

午
前
10
時
30
分

　

次
第　

①　

会
長
挨
拶

　
　
　
　

②　

議
案
審
議

　
　
　
　

③　

質
疑
応
答

　
　
　
　

④　

そ
の
他

　

同
窓
会
の
皆
様
、
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
騒

動
も
よ
う
や
く
終
焉
を
迎
え
や
っ
て
き
ま

し
た
創
立
１
０
０
周
年
の
年
が
！

　

よ
も
や
自
分
が
そ
の
年
に
同
窓
会
の
会

長
を
し
て
い
る
な
ん
て
50
年
前
に
入
学
し

た
神
な
ら
ぬ
身
の
自
分
が
知
る
由
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
選
ば
れ
て
尻
込
み
す
る
の
は

性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
も
う
少
し
、
精

一
杯
や
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
寄
付
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
共
に
着
々
と
目
標
額
に
近

づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
後
ひ
と
押
し

が
足
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の

で
ま
だ
ご
寄
付
を
な
さ
れ
て
な
い
方
、
今

年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
ま
だ
さ
れ
て
な
い

方
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
浄
財
は
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。
も
う
終
わ
っ
て
お
り
ま

す
が
両
校
創
立
百
周
年
の
明
石
高
校
対
中

京
大
中
京
の
野
球
の
記
念
試
合
、
記
念
式

典
は
Ｍ
Ｃ
に
卒
業
生
の
赤
江
珠
緒
さ
ん
を

迎
え
９
月
30
日
に
。
そ
の
他
中
庭
の
整
備
、

資
料
館
の
増
設
、
記
念
碑
の
設
置
等
々
、

本
当
に
感
謝
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
同
窓
会
、
記
念
事
業
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
と
本
当

に
我
が
校
の
卒
業
生
は
多
士
済
々
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。
世
界
№
１
を
誇
る
株
式
会

社
き
し
ろ
の
会
長
で
あ
り
日
本
馬
主
協
会

の
名
誉
会
長
で
も
あ
る
松
本
さ
ん
、
業
界

の
ガ
リ
バ
ー
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

勲
章
を
授
与
さ
れ
た
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
の

細
田
さ
ん
、
関
西
の
雄
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
藤
原
さ
ん
、
携
帯
電

話
業
界
に
風
穴
を
開
け
る
べ
く
あ
ら
ゆ
る

逆
風
の
中
孤
高
の
戦
い
を
続
け
て
い
る
楽

天
の
三
木
谷
さ
ん
。
全
国
広
し
と
言
え
ど

も
プ
ロ
の
球
団
の
オ
ー
ナ
ー
を
２
人
も
輩

出
し
て
い
る
学
校
は
本
校
く
ら
い
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
絵
画
、
彫
刻
、

イ
ラ
ス
ト
、
漫
画
等
、
数
え
上
げ
た
ら
切

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
っ
と
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
が
会
い
に
行
け
る
ア
イ
ド
ル
な

ら
ぬ
会
い
に
行
け
る
奇
跡
、
Ａ
Ｃ
Ｇ
18
の

安
藤
さ
ん
。
先
日
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
さ
れ
た
と
か
で
開
か
れ
た
記
念
リ

サ
イ
タ
ル
を
観
に
行
か
せ
て
貰
っ
て
ひ
っ

く
り
返
り
ま
し
た
。
５
０
０
席
満
員
の
ホ
ー

ル
で
ノ
ー
マ
イ
ク
、
日
本
語
英
語
ド
イ
ツ

語
イ
タ
リ
ア
語
の
歌
を
22
曲
（
！
）
歌
っ

た
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
の
２
曲
目
、
圧
巻
の

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
聴
い
た
時
不
覚
に
も
目

頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

我
屈
す
る
も
の
か
！
と
い
う
誇
り
高
い

朱
鷺
の
老
鳥
の
一
声
に
も
似
た
95
歳
の
歌

声
、
そ
の
姿
を
収
め
た
約
２
分
の
動
画
は

私
の
回
り
の
シ
ニ
ア
世
代
に
大
い
な
る
叱

咤
と
激
励
と
刺
激
と
希
望
を
与
え
続
け
て

い
ま
す
。
無
理
と
は
思
い
ま
す
が
、
あ
ん

な
オ
ッ
サ
ン
に
な
り
た
い
な
ぁ
。

　

創
立
百
周
年
、
人
生
も
百
年
、
皆
さ
ん

も
己
が
百
年
を
頑
張
っ
て
生
き
ま
し
ょ
う
。

若
い
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
先
は
長
い
け
ど

楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

　

良
い
見
本
は
山
ほ
ど
い
ま
す
よ
!!

明
中
、
明
高
創
立
１
０
０
周
年
記
念
号
に
寄
せ
て

明
中
、
明
高
創
立
１
０
０
周
年
記
念
号
に
寄
せ
て

　
　
　
　

自
彊
会
会
長　

和　

田　

直　

樹

（
高
28
回
）

も　

く　

じ

会
長
あ
い
さ
つ

２
０
２
３
年
総
会
案
内　

…
…
…
…
…
２

第
26
第
校
長
あ
い
さ
つ

第
25
第
校
長
あ
い
さ
つ

ひ
と
と
き　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

学
校
の
未
来
像　

…
…
…
…
…
…
４
～
６

創
立
１
０
０
周
年
特
集
…
…
…
…
…
６
～
８

会
社
訪
問　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

米
寿
の
祝
い
報
告

学
年
同
窓
会
交
歓

東
京
自
彊
会
報
告　

…
…
…
…
…
10
～
11

二
十
歳
の
集
い

入
会
あ
い
さ
つ　

…
…
…
…
…
…
…
…
12

高
13
回
首
都
圏
同
窓
会

学
年
同
窓
会
の
告
知
と
お
知
ら
せ　

…
13

自
彊
不
息　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

進
路
状
況　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

人
事
異
動　

…
…
…
…
…
…
…
…
16
～
17

部
活
報
告
・
人
事
異
動　

…
…
…
18
～
19

栄
光
を
讃
え
る
今
・
昔　

…
…
…
20
～
21

お
祝
い
の
言
葉　

…
…
…
…
…
…
22
～
39

美
術
支
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

お
悔
み

掛
け
軸
寄
贈
の
紹
介　

…
…
…
…
…
…
41

決
算
報
告
・
事
業
報
告　

…
…
…
…
…
42

同
窓
会
役
員
・
事
務
局
よ
り　

…
…
…
43

第
１
０
０
回
入
学
記
念
記
事

編
集
後
記　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44
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明
高
の
飛
躍
・発展

を
願
っ
て

社
会
の
変
化
に
伴
い
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
、

柔
軟
な
学
校
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
社
会

や
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
有
為
な
人
材
を
多
数

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
「
科
学
、

技
術
、
工
学
、
芸
術
、
数
学
」
こ
れ
ら
を
総
合
的
・

横
断
的
に
学
ぶ
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
、

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
よ
い
よ
本
校
は
今
年
、
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
１
０
０
周
年
記
念

事
業
を
通
じ
て
、
生
徒
が
機
会
あ
る
ご
と
に
「
明

高
」
の
伝
統
・
文
化
に
触
れ
、
建
学
の
精
神
で

あ
る
「
自
彊
不
息
」
を
基
軸
に
、「
社
会
的
で
創

造
力
豊
か
な
自
主
的
個
人
」
と
し
て
成
長
す
る

な
ど
、「
明
高
」
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
微
力
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
彊
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
母
校
に
対

し
ま
し
て
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝

　

稽　

古　

照　

今

申
し
上
げ
ま
す
。

  

第
25
代
校
長
と
し
て
４
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
再
任
用
を
終
え
、
明
高

を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大

過
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
自
彊

会
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
お
陰
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
返
し
ま
す
と
、
自
彊
会
の
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
に
よ
り
ま
す
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
に
向
け
た
準
備
、「
１
０
０
年
を
越
え
て　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ　

ま
っ
す
ぐ
に
‼
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
、
普
通
科
理
数
探
究
類
型
の
単
位
制
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
探
究
科
へ
の
改
編
、
普
通
科
・
美
術
科
の

単
位
制
改
編
準
備
等
、
ま
さ
に
「
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
」
と
向
か
う
明
高
に
身
を
置
い
て
そ
の
時

空
を
皆
様
と
と
も
に
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

教
員
生
活
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
て
学
校
経
営

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
私
に
と
り
ま
し

て
、
最
大
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

明
高
の
応
援
団
と
し
て
、「
自
彊
不
息
」
の
建
学

の
精
神
、
校
歌
に
あ
る
「
集
え
・
競
え
・
誓
え
」

の
気
概
を
礎
に
、
そ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展

を
見
守
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
彊
会
の
皆
様
の
益
々

の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
彊
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
本
校
の
教
育
活
動
に
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
西 

茂
樹
前
校
長
の
後
任
と
し
ま

し
て
伝
統
あ
る
明
石
高
校
の
校
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
北
中 

睦
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
技
術
革
新
の
進
展
、
働

き
方
改
革
等
、
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
・
教

育
環
境
の
変
化
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は

①
社
会
的
自
立
に
必
要
な
能
力
や
態
度 

②
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
創
造
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
等
、
国
際
社
会
で
主
体
的
に
活
動
す
る

た
め
の
力 

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
し
い
情
報
活
用
能

力
等
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　

本
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
県
下

で
唯
一
の
「
美
術
科
」
の
設
置
、
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
モ
ー
リ
ー
高
校
と
の
国
際
交
流
、「
理

数
探
究
類
型
」
の
設
置
、「
ひ
ょ
う
ご
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｈ
Ｓ
Ｈ
）」
の
指
定
校
な
ど
、

　
　

ひ
と
と
き

　

高
校
時
代
の
山
の
仲
間
が
た
て
続
け
に
亡
く

な
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
何
も
す
る
気
に
な
ら
な
い

時
間
が
流
れ
た
。
そ
の
間
、
行
っ
た
山
々
を
思
い

出
し
て
い
た
。

　

ス
ー
パ
ー
林
道
が
で
き
る
前
の
白
山
。
１
日
目

は
雨
だ
っ
た
。
そ
の
お
蔭
で
次
の
日
の
夕
方
、
テ

ン
ト
を
張
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
た
雲
海
は
歩
い

て
彼
方
ま
で
行
け
そ
う
な
程
壮
大
だ
っ
た
。
北
ア

ル
プ
ス
銀
座
。
こ
こ
も
雨
が
あ
り
、
槍
ヶ
岳
を
断

念
し
た
。
こ
こ
で
は
テ
ン
ト
を
引
き
あ
げ
泊
ま
っ

た
小
屋
に
雷
が
落
ち
た
。
で
も
夏
の
雷
鳥
と
出

会
っ
た
り
、
高
山
植
物
チ
ン
グ
ル
マ
の
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
白
馬
岳
大
雪
渓
も
経
験
し
た
。

初
め
て
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
し
て
登
っ
た
。

　

テ
ン
ト
を
担
い
で
飯
盒
や
ス
ト
ー
ブ
を
持
っ
て

登
る
の
だ
か
ら
、
今
の
装
備
と
違
っ
て
相
当
重

か
っ
た
。
で
も
楽
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
半
世
紀
を

越
え
て
も
鮮
や
か
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

高
校
時
代
は
兵
庫
の
山
々
に
し
か
行
け
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
そ
こ
で
培
っ
た
山
の
少
し
の
知
識
と
、

た
く
さ
ん
育
ん
だ
友
情
で
、
卒
業
後
こ
ん
な
に
山

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
た
ち
よ
り
半
世
紀
前
に
明
中
が
大
家
族
主
義

を
謳
い
育
ん
だ
友
情
の
歴
史
の
上
に
、
私
た
ち
以

降
の
半
世
紀
の
明
高
の
歴
史
が
積
ま
れ
、
い
よ
い

よ
今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
重
厚
な
年

月
を
思
い
、
と
て
も
嬉
し
い
。
若
き
日
の
友
と
一

緒
に
も
う
一
度
シ
ニ
ア
登
山
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
叶
わ
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

思
い
出
を
抱
え
て
、
重
い
腰
を
あ
げ
て
み
よ
う

か
と
思
う
今
頃
で
あ
る
。

（
幸
）

第 25 代校長
西　　　茂　樹

第 26 代校長
北　中　睦　雄
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３D プリンター 探究ルーム

VR ゴーグル ドローン

　 運営サポート
大阪大学、神戸大学、慶應義塾大学、甲南大学、明石市等
※卒業生の皆様のご支援をいただいています。

　単位制のメリット　
◇学年による教育課程の区別がなく、決められた単位を修得すれば卒業が認定
◇探究活動や、大学での研究につながる深い学びが実現
◇将来の進路希望・興味関心等に応じた科目選択が実現
◇教員の定員増による少人数授業・手厚くきめ細かいサポートが実現
◇文理横断的・教科横断的な学びが実現
◇充実したガイダンスを通して自分の時間割が可能

　カリキュラムの特徴
理数系の難関国公立大・医療系国公立大への進学を基本としたカリキュラム編成で、普通科よりも
授業時間が多く、その中で探究活動を実施します。また、探究活動・進路希望・興味関心等に応じ
て科目選択ができ、少人数授業が可能となります。

　明高は今年度創立 100 周年を迎えましたが、「100 年を越えて　新たなステージへ　まっすぐに！！」と
いうスローガンのもと、101 年目に単位制ＳＴＥＡＭ探究科がスタートします。102 年目からスタートする
普通科・美術科の新たな教育の実現に向けて、引き続き準備を進めてまいります。
　明高がさらに魅力と特色あるすばらしい学校へと発展できますよう、今後とも自彊会の皆様のご支援を
よろしくお願いいたします。
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普通科理数探究類型を単位制ＳＴＥＡＭ探究科に改編（令和６年度より１年次 40 名）

　平成 20 年度に新設された生命科学類型は平成 25 年度に理数探究類型に改編されましたが、文部科学省
の普通科高校改革に関する制度改革、県教育委員会の県立高等学校第３次実施計画における「魅力・特色
づくり」、Society ５．０時代における課題解決能力や創造力の育成等を踏まえて、県教育委員会と協議を重
ねた結果、理数探究類型をさらに改編するかたちで、令和６年度より単位制のＳＴＥＡＭ探究科を設置す
ることとなりました。
　次代を見据えた新たな教育として文部科学省が推し進めるＳＴＥＡＭ教育を全国に先駆けて明高で行い
ます。概要は次のとおりです。

　ＳＴＥＡＭ教育とは
Science（科学）、Technology（技術）、 Engineering（工学）、Art（芸術）、Mathematics（数学）を総
合的・横断的に学ぶことで課題解決能力・創造力を養います。

  明高のＳＴＥＡＭ教育とは
企業等との連携により得られた先端技術に関する知識をもとに、総合的・横断的なＳ・Ｔ・Ｅ・Ａ・
Ｍの学びを活かし、身近な課題の解決や新たな価値の創造に向けて、他者と協働しながら主体的に探
究活動を行います。

　　　STEP ①【知識・技能】：企業等と連携し、実社会で実装されている道具としての先端技術を学びます。
　　　STEP ②【課題の発見】：データや実証に基づき、客観的根拠や特殊性を見出して課題を発見します。
　　　STEP ③【探究・提言】：学んだ技術とデザイン力を活かし、課題解決のための探究を深め、モデルやプラ

ンにまとめます。
  育成を目指す人材

◇社会で求められている、思考力・判断力・表現力や､ 主体性・協働性を備えた人材
◇新たな課題を発見し、高度化したICT（情報通信技術）、IoT（モノのインターネット）等も活用して課題解決に
　取り組み、新たな価値を創造できる人材
◇社会のイノベーションを担う力を有する人材

  連携企業等（予定）
きしろ、シスメックス、千代田テクノル、モリサワ、理化学研究所、ＮＰＯ法人再生可能エネルギー
あかし、兵庫県園芸公園協会、兵庫県立美術館等
※卒業生の皆様のご支援をいただいています。

  探究活動（例）
◇樹脂部門関係の新たな設計・デザインの創出
◇資源を有効活用して生活に役立つ新機能を持った物質・先端材料の創出
◇ヘルスケアの進化をデザインする価値の高い新たな検査・技術の創出
◇原子力防災の提案と環境放射線分析による安全・安心な生活環境の創出
◇美しさや使いやすさを実現する文字・デザイン・設計等の創出
◇明石公園の植生も活かした空間デザインやＧＩＳ（地理情報システム）等技術を応用した街づく

りの創出

学校の未来像
学びたい　なりたい　をデザインする

～明高は探究力を身につけ未来を切り拓く人材を育成します～
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記念事業一覧

１　シンボルマークの作成
美術科の生徒を中心に公募、選考会で決定しました。

２　100 年誌の編纂
80 年誌を基礎資料に、100 年の歩みを纏めました。

３　資料館の整備・充実
貴重な資料のデジタル化とともに、100 年の変化が感じられるように展示に工夫を凝ら
しています。

４   新資料館の建設
明中・明高の歴史上貴重な品を集め後世に伝えるため、新資料館（展示棟）を建設します。

５　100 周年記念碑の設置
初代校長山内佐太郎先生が書かれた「自彊不息」を彫り込んだ記念碑を、正門近くに
設けます。

６　子午線測量記念碑の設置
子午線測量の場所を保存し、観測の様子が分かる標示板を校内に設けます。

７　校内環境整備事業の推進
 「ふるさと納税」で寄せられたご寄付を活用し、資料館南のスペースに庭園を設け、
在校生・卒業生が集える場を設けます。

　

自
彊
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

母
校
の
諸
活
動
に
対
し
て
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
、
明
石
高
等
学

校
は
記
念
す
べ
き
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
令
和
２
年
に
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会
・
教
育
振
興
会
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
そ
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
正
直
進
捗
状
況
に
少
々
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
４
月

時
点
で
は
感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て
お
り

様
々
な
行
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
日
常
の

生
活
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

５
月
７
日
に
予
定
し
て
い
る
明
石
球
場

で
の
中
京
大
中
京
高
等
学
校
を
迎
え
て
の

記
念
試
合
を
か
わ
き
り
に
記
念
美
術
展
や

記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
と
り

わ
け
明
石
市
立
市
民
会
館
で
９
月
30
日
に

開
催
す
る
記
念
式
典
及
び
舞
子
ビ
ラ
で
の

祝
賀
会
に
つ
い
て
も
、
平
常
時
の
よ
う
に

多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に

開
催
で
き
そ
う
で
あ
り
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

す
で
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し

た
ご
寄
付
に
よ
り
資
料
館
及
び
周
辺
の
庭

園
整
備
、
教
室
の
改
修
や
備
品
の
整
備
な

ど
に
着
手
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ

ま
で
に
多
額
の
募
金
も
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
各
記
念
事
業
が
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
多
く
の
皆
様
に
募
金
を
通
し
て
記
念

事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
高
校
入
試
で
は
明
石
高

校
を
第
一
希
望
と
す
る
中
学
生
が
増
加
し

普
通
科
の
倍
率
が
例
年
に
比
べ
て
高
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
校
が
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
伝
統
校
で
あ
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
度
か
ら
理
数
探
究
類
型
が
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
探
究
科(

単
位
制)

に
生
ま
れ
変
わ
る

な
ど
魅
力
あ
る
学
校
つ
く
り
を
進
め
て
き

た
こ
と
へ
の
期
待
の
表
れ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
機
を

逃
さ
ず
明
石
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
、
１
０
０
周
年
を
大
い
に
盛
り
上
げ

成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様

方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
あ
ら

た
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
て

　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長　

永　

井　

邦　

治

（
高
27
回
）
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記
念
行
事　

第
１
弾

　

記
念
行
事　

第
１
弾

　
　

５
月
７
日　

野
球
大
会
の
実
施

　
　

５
月
７
日　

野
球
大
会
の
実
施

　

昭
和
８
年
、
夏
の
全
国
中
等
学
校
優
勝

野
球
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
明
石
中
学
と

中
京
商
業
（
現
中
京
大
中
京
高
校
）
が
、

延
長
25
回
の
激
闘
を
繰
り
広
げ
て
今
年
で

90
年
と
な
り
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
行
事
と

し
て
何
を
行
う
か
を
検
討
す
る
中
で
、
実

行
委
員
の
方
々
か
ら
、
自
然
と
野
球
大
会

の
実
施
を
要
望
す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
甲
子
園
球
場
で
の
「
明
石
対
中

京
の
再
現
を
」
と
の
案
も
出
る
中
、
実
行

委
員
代
表
が
甲
子
園
球
場
を
訪
問
し
、
球

場
借
用
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、「
現
役

高
校
生
の
試
合
に
甲
子
園
球
場
を
お
貸
し

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
回
答
で
し

た
。「
Ｏ
Ｂ
戦
な
ら
、
12
月
頃
の
使
用
は
可

能
性
が
あ
る
」
と
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
寒
い
時
期
で
も
あ
り
、
又
多
額
の
経

費
を
要
す
る
点
か
ら
も
甲
子
園
球
場
使
用

は
断
念
致
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
地
元
明
石
球
場
を
借
用
し
、
中

京
大
中
京
高
校
に
遠
征
い
た
だ
く
こ
と
で

野
球
大
会
の
開
催
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
春
の
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
報
徳
学
園

に
も
参
加
頂
き
、
３
校
で
３
試
合
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
当
日
は
生
憎
の
雨
。
記
念

試
合
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
高
中

部
講
堂
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
合
同
練
習
は

意
義
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
表
紙
裏

に
あ
る
写
真
は
、
そ
の
時
の
様
子
を
伝
え

る
も
の
で
す
。

　

記
念
行
事　

第
２
弾

　

記
念
行
事　

第
２
弾

　

７
月

　

７
月
2828
日日  

星
を
観
る
会
の
開
催

星
を
観
る
会
の
開
催

　

昭
和
初
期
、
京
都
帝
国
大
学
の
先
生
方

が
中
心
と
な
り
、「
子
午
線
の
位
置
の
正

確
な
測
量
を
行
う
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

明
石
中
学
の
運
動
場
の
一
角
と
寄
宿
舎
の

借
用
申
し
出
が
あ
り
、
当
時
の
山
内
佐
太

郎
校
長
は
こ
れ
を
快
諾
、
観
測
・
測
量
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
以
来
１
０
０
年
近
く
の

歳
月
が
流
れ
、
観
測
に
使
わ
れ
た
機
器
は

現
在
明
石
天
文
科
学
館
で
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
観
測
の
正
確
な
場
所
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
残
念
」
と
の
声

が
上
が
り
、
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
、「
観
測
・
測
量
の
地
で
星
を
観

る
会
を
開
催
す
る
」
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
子
午
線
測
量
の
解
説
や
夜
空

の
説
明
を
明
石
天
文
科
学
館
の
方
が
行
っ

て
下
さ
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
参
加
頂

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
を
中
心
に
、
明
高
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
近
隣
の
皆
様
へ
の
ご
案

内
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
０
０
名
程
度
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
行
事　

第
３
弾

　

記
念
行
事　

第
３
弾

　
　

９
月

　
　

９
月
3030
日　

記
念
式
典
等

日　

記
念
式
典
等

☆
午
前
９
時
～
10
時
30
分
☆

場
所　

明
石
高
等
学
校

・「
明
中
祠
へ
の
合
祀
」

　

こ
の
10
年
間
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
の
芳
名
録
を
納
め
ま
す
。

・「
１
０
０
周
年
記
念
碑
の
披
露
」

　

５
万
円
以
上
ご
寄
付
の
方
の
お
名
前
を

刻
ん
だ
銘
板
は
、
11
月
下
旬
に
な
り
ま
す
。

・「
記
念
庭
園
の
披
露
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
資
金
を
集

め
ま
し
た
記
念
庭
園
を
公
開
し
ま
す
。

・「『
子
午
線
測
量
記
念
』
の
標
示
板
」

　

昭
和
３
年
、
子
午
線
の
正
確
な
位
置
を

確
定
す
る
測
量
の
標
示
板
を
公
開
し
ま
す
。

・「
記
念
植
樹
」

　

校
内
の
環
境
整
備
の
た
め
、
樹
木
を
伐

採
す
る
一
方
、
緑
を
残
す
た
め
植
樹
し
ま

す
。

☆
午
後
１
時
～
３
時
50
分
☆

場
所　

明
石
市
民
会
館
（
受
付　

12
時
）

・
第
１
部
〈
記
念
式
典
〉

　

開
式
は
午
後
１
時
。
多
数
の
来
賓
を
お

招
き
し
、
恩
師
・
卒
業
生
・
在
校
生
・
関
係

者
で
大
・
中
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

・
第
２
部
〈
記
念
講
演
会
〉

　

開
始
は
午
後
２
時
10
分
。
野
球
解
説
者

の
古
田
敦
也
氏
を
お
招
き
し
、
１
部
と
２

部
の
司
会
進
行
は
、
明
高
45
回
卒
業
生
で

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
赤
江
珠
緒
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
演
題
は
未
定
で

す
。

・
第
３
部
〈
記
念
演
奏
会
〉

　

開
始
は
午
後
３
時
25
分
。
ご
高
名
な
作

曲
家
で
あ
る
保
科　

洋
氏
に
、
明
石
高
校

に
ふ
さ
わ
し
い
楽
曲
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

新
曲
の
披
露
他
、
音
楽
部
に
伝
わ
る
伝
統

的
な
曲
を
演
奏
い
た
だ
く
25
分
の
ミ
ニ
演

奏
会
。
お
楽
し
み
に
！

☆
午
後
５
時
30
分
～
８
時
☆場

所　

舞
子
ビ
ラ

　

３
０
０
名
規
模
を
想
定
し
準
備
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
歌
や
演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
で
場
を
お
祝
い
に
花
を
添
え
た
い
と
考

え
、
企
画
し
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
の

原
則
か
ら
、
会
費
制
（
会
費
は
６
千
円
）

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
次
ペ
ー
ジ
（
お
知
ら
せ
）
を
ご
覧

下
さ
い
。
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記
念
行
事　

第
４
弾

　

記
念
行
事　

第
４
弾

　
　
　
　
　

記
念
美
術
展
の
開
催

　
　
　
　
　

記
念
美
術
展
の
開
催

　　

明
石
高
校
美
術
科
が
設
置
さ
れ
、
早
や

40
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
約

１
５
０
０
名
の
卒
業
生
が
巣
立
ち
、
美
術

の
世
界
だ
け
で
な
く
各
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
１
ク
ラ
ス
の
定
員
40
名
に
対
し
、

２
倍
近
い
受
験
者
が
あ
り
、
合
格
発
表
の

場
で
は
泣
き
な
が
ら
抱
き
合
う
母
子
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
根
を
張
り
、
成
長
を
続
け
る

美
術
科
。
１
０
０
周
年
の
記
念
行
事
と
し

て
、
関
西
・
関
東
の
２
箇
所
で
美
術
展
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

美
術
科
１
回
生
は
、
明
高
38
回
生
で
す
。

明
高
37
回
生
ま
で
の
方
で
、
美
術
の
世
界

で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
今
回
の
美
術
展
は
、
普
通
科
卒

業
の
皆
様
の
作
品
も
出
品
い
た
だ
け
れ
ば

有
難
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
誌
40
頁
の

「
美
術
科
支
部
」
の
お
知
ら
せ
欄
に
作
品
の

出
品
に
関
す
る
ご
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
是
非
、
ご
一
読
願
い
ま
す
。

　
　

関
西
展

　

期
日
：
２
０
２
３
年
11
月
22
日
～
26
日

　

場
所
：
兵
庫
県
立
美
術
館
（
借
用
申
請
中
）

　
　

関
東
展

　

期
日
：
２
０
２
４
年
２
月
28
日
～
３
月
３
日

　

場
所
：
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

恩
師
諸
先
生
方
へ

　

同
窓
会
で
会
報
を
郵
送
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
恩
師
の
先
生
方
は
、
約
４
０
０
名

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
、
旧
職
員

代
表
と
し
ま
し
て
歴
代
校
長
先
生
、
最
近

２
年
の
間
に
転
退
職
さ
れ
た
先
生
、
そ
し

て
記
念
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
先
生
、
以
上
の
先
生
方
に
実
行
委
員
会

と
し
て
ご
案
内
状
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

記
念
誌
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方

や
、
記
念
行
事
に
手
助
け
い
た
だ
い
た
先

生
な
ど
、
可
能
な
限
り
ご
案
内
を
し
た
い

の
で
す
が
、
ど
う
か
ご
理
解
頂
き
た
く
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

卒
業
生
の
皆
様
へ

　

ー
式
典
等
の
市
民
会
館

　

ー
式
典
等
の
市
民
会
館

行
事
に
つ
い
て
ー

行
事
に
つ
い
て
ー

　

現
在
、
同
窓
会
で
住
所
の
把
握
が
出
来

て
い
る
卒
業
生
が
約
２
万
人
で
す
。
そ
の

内
、
今
回
の
記
念
事
業
に
ご
寄
付
を
頂
い

て
い
る
方
が
、
１
２
０
０
名
に
の
ぼ
り
ま

す
。
市
民
会
館
の
収
容
人
数
、
生
徒
や
来

賓
等
を
考
え
ま
し
て
、
卒
業
生
で
式
典
等

に
出
席
頂
け
る
人
数
は
２
５
０
名
程
度
と

思
わ
れ
ま
す
。
同
窓
会
役
員
会
で
検
討
し

ま
し
て
ご
寄
付
を
頂
い
て
い
る
方
を
優
先

し
て
出
席
頂
く
こ
と
と
し
、
希
望
の
有
無

を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
次
の
よ
う
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
の
は

６
月
中
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
振

込
用
紙
を
使
っ
て
ご
寄
付
に
協
力
頂
け
る

方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
ま
で
に

ご
寄
付
を
頂
い
た
方
に
、「
往
復
は
が
き
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
「
往
復
は
が
き
」
の
発
送
は
、
７
月
中
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
式
典
等
へ
の
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
返
信
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
同
窓
会
の
割
り
当
て
席
数
を
越

え
る
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

抽
選
の
結
果
は
、
８
月
に
、
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選
さ
れ
た
方
は
市
民

会
館
の
同
窓
会
受
付
に
ご
提
示
下
さ
い
。

ー
記
念
「
祝
賀
会
」
に
つ
い
て
ー

ー
記
念
「
祝
賀
会
」
に
つ
い
て
ー

　

舞
子
ビ
ラ
（
Ｊ
Ｒ
舞
子
駅
近
く
）
で
の

祝
賀
会
は
、
開
宴
は
17
時
30
分
お
開
き
は

20
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
来
賓
、
現
職
・

旧
職
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
の
役

員
、
そ
し
て
参
加
希
望
の
卒
業
生
の
皆
様

で
、
３
０
０
名
規
模
を
想
定
し
、
準
備
し

て
い
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
歓
談
・

会
食
を
し
な
が
ら
、
歌
や
演
奏
、
ダ
ン
ス

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
計
画
で
す
。
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
会
費
制
（
会
費
は
６
千
円
）
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
届
き
ま
し
た
「
往

復
は
が
き
」
の
返
信
用
で
、
祝
賀
会
参
加

希
望
に
〇
印
を
記
入
し
て
投
函
下
さ
い
。

後
日
、
参
加
費
納
入
用
の
振
込
用
紙
（
郵

便
局
専
用
）
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
会
費

の
事
前
に
納
入
さ
れ
た
方
を
参
加
者
と
し

て
、
お
席
を
用
意
い
た
し
ま
す
。「
事
前
申

込
な
し
」
の
方
は
、
参
加
を
お
断
り
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　９月 30 日に挙行されます「式典・講演会」は、
明石市民会館を借用して行います。
　会場の収容人数は、大ホールが１２８０名、中
ホールが４００名程度です。
　全校生徒９６０名に加え、来賓・現職員・同窓
会役員・ＰＴＡ役員の皆様が出席されますと、残

お知らせとお願い

り席数がかなり少なくなります。
　実行委員会において、旧職員の先生方や卒業生
の皆様に、出席いただくにはどうすべきかを相談
いただきました。誠に心苦しいのですが、下記の
ようにさせて頂きますので、ご了承をお願い申し
上げます。
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ガラスバッジ

最先端の設備や技術を見学

会
社
訪
問

会
社
訪
問

株
式
会
社　

千
代
田
テ
ク
ノ
ル

　

昨
年
８
月
の
２
日
間
、
明
石
高
校
か
ら

西　

茂
樹
校
長
（
当
時
）、
井
嵜　

実
先
生
、

上
田　

修
平
先
生
と
佐
々
木
（
高
18
回
）

の
４
名
は
㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
大
洗
（
お

お
あ
ら
い
）
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
本
校
が
令
和
６

年
度
設
置
予
定
で
進
め
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｅ

Ｍ
学
科
（
本
誌
Ｐ
４
参
照
）
の
連
携
企
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ご
協
力
を
要
請
し
受

諾
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
最
先
端
の

会
社
設
備
や
技
術
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
今
後
の
具
体
的
な
協
働
内

容
に
つ
い
て
協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
会
長
お
よ
び
最
高
経
営
責

任
者
を
務
め
ら
れ
る
細
田
敏
和
氏
は
、
明

石
高
校
14
回
生
と
し
て
１
９
６
２
年
に
本

学
を
卒
業
の
後
、
近
畿
大
学
理
工
学
部
原

子
炉
工
学
科
に
進
ま
れ
１
９
６
６
年
に
前

身
の
千
代
田
保
安
用
品
㈱
へ
入
社
さ
れ
ま

し
た
。

　

放
射
線
は
医
療
、
工
業
、
農
業
や
原
子

力
発
電
に
広
く
活
用
さ
れ
、
現
代
社
会
で

は
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
取
り
扱
い
に

は
、
放
射
線
の
種
類
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
強
さ
・

量
を
正
し
く
把
握
し
て
制
御
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
、
放
射
線
被
ば

く
線
量
測
定
技
術
の
世
界
最
先
端
を
担
っ

て
お
り
、
放
射
線
安
全
管
理
の
基
本
と
な

る
、
放
射
線
取
扱
作
業
従
事
者
の
被
ば
く

線
量
測
定
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
軍
隊

で
の
使
用
を
除
く
民
生
利
用
で
は
、
世
界

一
の
測
定
数
量
、
規
模
の
測
定
セ
ン
タ
ー

を
運
営
し

て
い
ま
す
。

細
田
氏

は
、
社
長

就
任
間
も

な
く
の

２
０
０
０

年
に
、
創

業
以
来
42

年
間
使
用

し
て
き
た

被
ば
く
線

量
測
定
器

「
フ
イ
ル

ム
バ
ッ
ジ
」
か
ら
、
世
界
一
の
測
定
精
度

を
誇
る
「
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
」
に
切
り
替
え

を
図
り
、
世
界
一
の
測
定
サ
ー
ビ
ス
会
社

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
現
在

は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子
力
機
関
）で
も「
ガ

ラ
ス
バ
ッ
ジ
」
が
採
用
さ
れ
名
実
と
も
に

世
界
一
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

民
間
で
唯
一
放
射
線
源
の
製
造
頒
布
会

社
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
非
破
壊
検

査
、
放
射
線
治
療
用
の
線
源
の
供
給
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
が
ん
の
放
射
線
治
療
装
置
販

売
で
も
国
内
の
ト
ッ
プ
企
業
の
一
角
を
占

め
て
い
る
ほ
か
、
国
内
す
べ
て
の
原
子
力

発
電
所
の
放
射
線
安
全
に
寄
与
し
て
お
り
、

原
子
力
発
電
炉
再
稼
働
に
必
要
な
原
子
力

防
災
対
策
に
も
国
、
原
子
力
施
設
設
置
自

治
体
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
大

な
大
洗
事
業
所
の
一
角
に
は
、
国
内
外
で

初
め
て
の
「
原
子
力
防
災
機
器
展
示
棟
」

が
建
設
さ
れ
、
内
閣
府
を
は
じ
め
地
方
自

治
体
関
係
者
が
見
学
・
研
修
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

各
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
放
射
線
取
り
扱
い

分
野
す
べ
て
で
第
一
人
者
と
し
て
の
自
負
、

重
責
を
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
責
任

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

大
洗
研
究
所
は
、
わ
が
町
明
石
に
も
似

て
様
々
な
船
が
行
き
交
う
海
に
面
し
た
素

晴
ら
し
い
街
に
位
置
し
、
民
間
で
は
世
界

最
大
・
最
高
性
能
の
放
射
線
基
準
照
射
・

測
定
施
設
を
有
し
、
世
界
の
放
射
線
測
定

基
準
の
維
持
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
は
、
大
洗
町
大
貫
台
に

広
大
な
土
地
を
取
得
さ
れ
、
世
界
最
高
性

能
の
「
新
型
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
」
に
よ
る
測

定
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
同
時
に

「H
osoda H

all

」
と
名
付
け
ら
れ
た
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

「H
osoda H

all

」
で
は
、
毎
年
、
国
内
外
の

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
研
究
者
約
２
０
０
名
を
招
き
、
最
先
端

の
研
究
成
果
の
発
表
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
や
大
洗
は
放
射

線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
分
野
の
メ
ッ
カ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
たH

osoda H
all

で
は
、
毎
年
11
月

に
大
洗
町
民
を
対
象
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
「A

utum
n Festa

」
を
開
催
さ
れ
、

地
元
の
文
化
活
動
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
最
先
端
の
技
術
や
機
器

で
社
会
に
貢
献
で
き
る
会
社
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
責
・
佐
々
木
）

放
射
線
の
安
全
利
用
を
支
援
す
る
企
業

代表取締役会長

細田　敏和氏（高 14 回）
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『
米
寿
の
祝
い
』
報
告

　
「
２
年
に
一
回

の
恒
例
行
事
」
と

し
て
継
続
し
て
い

ま
す
『
米
寿
の
祝

い
』
は
、
高
校
５
・

６
回
生
の
皆
様
を

対
象
と
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

宴
会
を
臨
ま
れ

る
声
も
あ
り
ま
す

が
、
理
事
会
で
は
、「
こ
の
や
り
方
の
ほ
う

が
多
く
の
方
、
遠
方
の
方
に
も
参
加
頂
け

る
」
と
判
断
。
作
成
し
た
「
文
集
」
と
「
記

念
品
」
の
送
付
に
変
更
、
今
後
は
こ
の
形

式
を
続
け
て
行
く
予
定
で
す
。

　

文
集
や
記
念
品
（
校
章
・
校
名
入
り
煎

餅
）
が
届
い
た
方
か
ら
、「
卒
業
し
て
70
年

も
経
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
く
れ
る
同
窓
会
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

「
卒
業
後
、
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
方

の
お
名
前
を
見
て
、
懐
か
し
く
て
涙
が
出

ま
し
た
、
感
謝
で
す
」
な
ど
の
礼
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
７
回
生
と
８
回
生
の
皆
様
が

対
象
で
す
。
夏
ご
ろ
に
お
便
り
（
原
稿
用

の
返
信
は
が
き
同
封
）
を
出
し
、
11
月
頃

に
文
集
と
記
念
品
を
送
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

高
校
五
回

　

明
高
開
校
１
０
０
周
年
記
念

　
　

米
の
賀
に
集
う戎　

井　

晧　

二

　

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
は
、
県
立

明
石
中
等
・
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年

の
良
き
年
に
あ
た
り
、
そ
の
同
じ
年
の
３

月
31
日
、〝
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
・
明
石

″
に
て
「
第
５
回
卒
業
生
米
寿
の
集
い
」
を

催
し
ま
し
た
。

　

５
年
前
同
じ
場
所
に
て
、「
５
回
生
卒
業

65
周
年
同
窓
会
」
を
行
っ
た
際
の
出
席
者

が
男
女
併
せ
て
38
人
だ
っ
た
の
で
す
が
そ

の
う
ち
関
西
在
住
の
33
人
の
方
々
に
声
を

懸
け
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

男
性
が
前
回
17
名
の
う
ち
29
％
の
５
名
、

女
性
が
16
名
の
56
％
の
９
名
の
方
々
が
〝
喜

　

高
校
二
十
八
回森　

本　

克　

茂

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦

争
の
中
、
一
つ
光
を
求
め
て
３
年
間
母
校

で
共
に
同
じ
空
気
を
吸
っ
た
仲
間
と
「
今

ぞ
集
え
～
♬
」
し
ま
せ
ん
か
の
呼
び
か
け

で
、
１
１
０
名
と
３
名
の
恩
師
が
11
月
５

日
（
土
）
明
石
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
に

ん
で
参
加″
と
ご
賛
同
戴
き
ま
し
た
。

　

な
か
に
は
連
絡
の
取
れ
な
い
方
も
あ
り

ま
し
た
が
、
５
年
前
に
比
べ
約
60
％
の
方
々

が
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
と
残
念
が
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
女
併
せ
て

14
名
で
し
た
。

　

本
同
窓
会
開
催
に
際
し
、
自
彊
会
の
吉

田
先
生
が
補
助
金
を
届
け
に
、
当
日
会
場

迄
わ
ざ
わ
ざ
来
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
誠

に
恐
縮
至
極
に
て
痛
み
入
り
ま
す
。
し
か

も
宴
会
へ
の
参
加
は
控
え
ら
れ
、
逆
に
差

し
入
れ
ま
で
頂
戴
し
、
重
ね
重
ね
の
恐
縮

で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
米
寿
の
集
い
」
に
参
加
の
方
々
は
久
し

ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
に
話
が
弾
み
、
和
や
か

な
が
ら
も
賑
や
か
に
話
に
花
が
咲
い
た
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
は
５
回
生
で
も
あ
り
、

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
で
も
あ
る
方
の
指
揮
で

明
高
校
歌
を
斉
唱
し
、
ま
た
の
会
う
日
を

約
し
な
が
ら
幕
を
閉
じ
た
の
で
す
。

イラスト・安藤　勉（中 18回）
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＊＊＊＊＊東京自彊会　役員＊＊＊＊＊
会　長　佐々木　知　子（高 25）
副会長　長　尾　昌　男（高 18）
　　　　三木谷　　　浩（高 35）
　　　　阿　随　秀　昨（高 39）
幹　事　田　中　耕三郎（高 15）
　　　　桑　原　哲　朗（高 18）
　　　　小　林　和　夫（高 18）
　　　　鈴　木　秀　和（高 20）
　　　　坂　田　俊　彦（高 23）
　　　　原　　　秀　子（高 23）
　　　　佐　藤　佐喜子（高 25）
　　　　岩　田　拓　也（高 28）

幹　事　杉　山　清　昭（高 29）
　　　　清　水　真　美（高 35）
　　　　丸　山　　　晃（高 41）
監　事　細　田　敏　和（高 14）
顧　問　和　田　直　樹（高 28）

自彊会 会長
　　　　野　呂　良　久（高 14） 

第２代会長
　　　　原　　テツアキ（高 21）

第３代会長
　　　　北　中　睦　雄

明石高校　校　長
元顧問

（故人）　浜口　臣邦（高 5）
初代会長

集
い
ま
し
た
。

　

和
田
君
の
取
り
計
ら
い
で
、
母
校
校
長

西
先
生
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
県
高
野
連
会
長
も
務
め
ら

れ
公
務
ご
多
忙
の
中
、
明
石
高
校
愛
に
溢

れ
る
校
長
先
生
か
ら
現
役
明
石
高
校
生
の

生
き
生
き
と
し
た
学
び
や
全
国
大
会
等
で

活
躍
す
る
後
輩
た
ち
の
姿
の
紹
介
が
あ
り
、

昔
の
自
分
た
ち
を
少
し
思
い
出
し
元
気
を

頂
き
ま
し
た
。

　

安
田
先
生
、
柴
原
先
生
、
山
本
先
生
の

お
言
葉
を
頂
き
な
が
ら
、
楽
し
い
歓
談
が

始
ま
り
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
記
念
写
真

や
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
ハ
グ
す
る
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
御
年
92

歳
の
山
本
先
生
の
「
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
ボ
ケ
る
ど
こ
ろ
か
感
動
と
共
に
生
き
る

秘
伝
」
が
幹
事
か
ら
紹
介
さ
れ
、「
ウ
ォ
～
」

と
皆
さ
ん
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

締
め
は
和
田
会
長
か
ら
母
校
１
０
０
周

年
記
念
行
事
準
備
の
進
捗
状
況
の
説
明
が

あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
も
あ
り
ま
し

た
。
卒
業
後
50
年
に
な
る
３
年
後
の
再
会

の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
～
今

ぞ
誓
え
～
♬
」
の
大
合
唱
の
も
と
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
、
諸

事
情
で
参
加
で
き
な
く
て
も
熱
い
思
い
を

届
け
て
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

東
京
自
彊
会
「
総
会
・
懇
親
会
」

長　

尾　

昌　

男
（
高
18
回
）

　

２
０
２
２
年
11
月
12
日
、
千
代
田
区
隼

町
の
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」

３
階
「
花
の
間
」
に
て
、
３
年
振
り
の
「
総

会
・
懇
親
会
」
を
母
校
か
ら
西
茂
樹
校
長

を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
自
彊
会

本
部
か
ら
は
和
田
会
長
と
副
会
長
・
美
術

科
支
部
長
の
鷺
森
さ
ん
に
参
加
頂
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
０
２
１
年
は
開

催
を
見
送
り
、
２
０
２
２
年
に
佐
々
木
知

子
会
長
の
も
と
41
名
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
・
会
計
報
告
の
後
、

西
校
長
の
現
状
説
明
、
鷺
森
副
会
長
か
ら

は
１
０
０
周
年
の
美
術
展
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。
原
テ
ツ
ア
キ
前
会
長
か
ら
は
祝
電

が
届
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
佐
々
木

会
長
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
シ
ョ
パ
ン
の
「
ノ

ク
タ
ー
ン
」
で
幕
開
け
し
、
和
田
自
彊
会

会
長
の
ご
挨
拶
と
「
乾
杯
」
の
ご
発
声
で
、

会
食
と
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
歓
談
尽

き
な
い
所
で
し
た
が
「
い
い
日
旅
立
ち
」

と
「
花
は
咲
く
」
の
２
曲
を
佐
々
木
会
長

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
前
に
出
席
者
の
内
、
大

先
輩
の
芦
田
邦
弘
様
（
高
７
回
生
）
よ
り

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
芦
田
様
の
父
上

様
は
母
校
第
３
代
芦
田
邦
一
校
長
（
昭
和

27
年
４
月
～
昭
和
33
年
３
月
）
で
２
人
し

て
校
門
を
く
ぐ
ら
れ
た
様
で
す
。

　

そ
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
進
み
「
明
石

中
・
明
石
高
」
の
校
歌
を
佐
々
木
会
長
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
斉
唱
し
ま
し
た
。
最
後
は

「
応
援
歌
」
で
、
母
校
の
１
０
０
周
年
と
明

石
高
校
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
当
日

の
総
合
司
会
は
幹
事
の
原
秀
子
さ
ん
に
務

め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
２
０
２
４
年
11
月
頃
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
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第 75 回卒業式

　

４
年
ぶ
り
に
開
催
!!

学
年
主
任　

山
中　

良
秀

　

令
和
５
年
３
月
21
日
、
４
年
ぶ
り
に
同

窓
会
主
催
『
二
十
歳
の
集
い
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
思
え
ば
、
３
年
前
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
登
校

禁
止
と
な
る
な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
る
中

で
の
３
年
間
で
し
た
。
こ
の
学
年
も
、「
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
３
年
生
」
と
い
う
時
期
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
の
あ
る
中
、
高

校
か
ら
次
の
進
路
へ
と
進
み
、
こ
の
日
は

１
０
０
名
を
超
え
る
仲
間
が
集
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
通
常
の
時
で
あ
っ
て
も
な
か
な

か
１
０
０
名
を
超
え
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
す
が
に
〝
波
を
創
る
73
回
生
〟
と
感
心

す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。
近
況
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

誇
り
に
思
え
る
学
年
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
学
年
カ
ラ
ー
が
青
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
学
年
通
信
タ
イ
ト
ル
は

“B
e
 A
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U
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A
V
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H
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C
H
A
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P
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N
!!”

と
し
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を

“C
atch

　

th
e　

W
av

e”　

”
M

ak
e　

th
e　

W
av

e”

と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。「
明

石
高
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
よ
う
」

「
明
石
高
校
に
新
し
い
波
を
起
こ
そ
う
」
と

共
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
１
年
生
の
時
か
ら
「
地
域
清
掃

と
大
蔵
海
岸
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
と
い
う
新
し
い
形

の
遠
足
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
〝
新
し

い
波
〟
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

４
年
ぶ
り
に
『
二
十
歳
の
集
い
』
を
復
活
・

創
造
す
る
と
い
う
〝
新
し
い
波
〟
を
創
っ

て
い
ま
す
。
73
回
生
は
ど
う
や
ら
様
々
な

場
面
で
〝
新
し
い
波
〟
を
創
る
役
割
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

73
回
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
が
人
生

本
番
で
す
。
上
手
く
行
く
と
き
も
、
そ
う

で
な
い
時
も
理
不
尽
な
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
大
切
な
こ
と
は
「
諦
め
な

い
こ
と
」「
視
点
を
変
え
る
こ
と
」「
気
長
に

構
え
る
こ
と
」
と
思
い
ま
す
。
上
手
く
行
か

な
く
て
も
、
そ
れ
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
土

台
と
な
り
ま
す
。〝
あ
せ
ら
ず
〟〝
あ
わ
て
ず
〟

〝
あ
き
ら
め
ず
〟人
生
に〝
新
し
い
波
〟を
創
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
人
生
を
充
実
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
催
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
会
の
皆

さ
ま
、
関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
会
あ
い
さ
つ

安　

田　

圭　

佑
（
高
75
回
）

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
75
回
生
３
０
９
名

の
自
彊
会
入
会
を
お
認
め
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

明
日
、
私
た
ち
は
こ
の
明
石
高
校
を
卒

業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
進

ん
で
行
き
ま
す
が
、
進
む
道
は
違
っ
て
も

自
彊
会
の
誇
り
を
持
ち
、
母
校
明
石
高
校

の
伝
統
に
恥
じ
な
い
大
人
に
な
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
く
、
い
た
ら
な
い
私
た
ち

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

　

73
回
生　

二
十
歳
の
集
い
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高
校
十
三
回

　
　
　

首
都
圏
同
窓
会

　
隅
田
川
界
隈
を
散
策

竹　

内　

信　

六
（
高
13
回
）

　

昨
年
10
月
12
日
、
14
名
が
出
席
し
て
、

首
都
圏
同
窓
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま

し
た
。
私
も
明
石
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
隅
田
川
と
能
『
隅

田
川
』
の
世
界
」。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
近

く
の
東
武
鐘
ケ
淵
駅
に
集
合
し
、
高
木
卓

司
幹
事
の
案
内
で
古
代
東
海
道
（
官
道
）

と
鎌
倉
街
道
下し
も
つ
み
ち道
を
歩
き
、
隅
田
川
界
隈

の
梅
若
塚
→
木
母
寺
→
隅
田
川
神
社
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

能
「
隅
田
川
」
は
、
一
粒
種
の
梅
若
丸

を
人
買
い
に
さ
ら
わ
れ
、
京
都
か
ら
武
蔵

国
・
隅
田
川
ま
で
流
浪
し
、
愛
児
の
死
を

知
っ
た
母
親
の
悲
嘆
を
描
い
た
観
世
元
雅

の
作
品
で
す
。

　

浅
草
近
く
、
高
層
階
の
見
晴
ら
し
の
良

い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
。
傘
寿
を
迎
え
た

（
未
だ
の
人
も
）
近
況
を
報
告
し
合
い
ま
し

た
。
健
康
、手
術
、伴
侶
の
死
去
、孫
の
こ
と
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
な
ど
話
題
は
尽
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
年
同
窓
会
の

　
　

告
知
、
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
自
粛
し
て
い
た

学
年
同
窓
会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
ま
す
。

還
暦
、
喜
寿
な
ど
節
目
を
記
念
す
る
同
窓

会
も
多
く
、
久
し
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
る

機
会
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

高
校
5
回
生

３
月
31
日
（
金
）

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
に
て
米
寿
の

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
（
本
誌
10
ペ
ー
ジ

の
紹
介
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

高
校
17
回
生

５
月
25
日
（
木
）

舞
子
ビ
ラ
に
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
19
回
生

５
月
24
日
（
水
）

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
23
回
生

６
月
3
日
（
土
）

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
に
て
古
希
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

６
月
以
降
の
開
催
予
定
で
す
。

　

高
校
13
回
生

10
月
20
日
（
金
）

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
に
て
同
窓
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

高
校
21
回
生

10
月
21
日
（
土
）

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
古
希
記

念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

高
校
22
回
生

古
希
記
念
同
窓
会
に
向
け
て
準
備
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
24
回
生

２
０
２
４
年
４
月
末
頃

古
希
記
念
同
窓
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

高
校
26
回
生

10
月
14
日
（
土
）
15
時
～
16
時

母
校
に
て
同
窓
会
を
開
催
予
定
。

詳
細
及
び
お
申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
よ
り

　

高
校
31
回
生

９
月
23
日
（
土
）

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
還
暦
記
念

同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ　

吉
田
信
次(hi_yossan@

yahoo.
co.jp)

ま
で
。

　

高
校
32
回
生

８
月
12
日
（
土
）

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
還
暦
記

念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

高
校
33
回
生

旧
３
年
３
組
の
方
が
担
当
で
、
還
暦
同
窓

会
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
、
自
分
の
夢
を
追
い
続
け
る
個
性

的
な
方
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
95
歳
と
い
う
ご
高
齢
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
矍か

く
し
ゃ
く鑠
と
し
て
声
楽
や
絵
画
を

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て

今
な
お
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
人
生

を
謳
歌
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

安
藤　
　

勉　
氏
（
中
18
回
）

　

２
０
２
３
年
２
月
25
日
（
土
）
明
石
市
立
西

部
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
、
安
藤
さ
ん
の
テ
ノ
ー

ル
独
唱
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
独
唱
会
は
、
昨
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
３
回
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
in
薬
師
寺
」
に

お
い
て
、
シ
ニ
ア
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
ホ
ー
ル
の

５
０
０
席
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
明
石
中
学
18
回
卒
と
い
う
我
々

の
大
先
輩
で
す
が
、
お
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
背

筋
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
姿
勢
で
、
マ
イ
ク
な

し
で
後
方
座
席
ま
で
届
く
朗
々
た
る
美
声
を
響

か
せ
、「
早
春
賦
」
や
「
宵
待
草
」
な
ど
の
日
本

抒
情
歌
12
曲
、
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
や
オ
ペ
ラ
の
ア

リ
ア
な
ど
の
外
国
歌
曲
10
曲
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

２
曲
と
併
せ
た
計
24
曲
を
約
２
時
間
に
わ
た
っ

て
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
「
か
ら
た
ち
の
花
」
の
歌
い
出
し
の
キ
ー

を
取
り
違
え
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
越
智
恵
さ
ん
の

方
か
ら
指
摘
さ
れ
て
、
照
れ
笑
い
し
な
が
ら
歌

い
直
す
と
い
う
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ

り
ま
し
た
が
、
大
喝
采
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

安
藤
先
輩
の
こ
の
よ
う
な
独
唱
会
は
、
第
１

回
の
喜
寿
（
２
０
０
４
年
）
か
ら
第
６
回
の
卒

寿
（
２
０
１
８
年
）
を
経
て
の
も
の
で
、
そ
の

他
に
ミ
ニ
リ
サ
イ
タ
ル
が
１
０
０
回
に
も
及
ぶ

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
間
の
２
０
１
３
年

に
は
、
摂
津
市
で
開
か
れ
た
「
リ
ト
ル
カ
メ
リ

ア
コ
ン
ク
ー
ル
（
35
歳
以
上
部
門
）」
で
金
賞

を
受
賞
さ
れ
、
翌
年
に
は
リ
ト
ル
カ
メ
リ
ア
推

薦
コ
ン
サ
ー
ト
で
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団
と
共
演
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

安
藤
先
輩
は
元
々
音
楽
が
好
き
で
、
長
年
謡

曲
を
習
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
練
習
中
に

異
常
を
感
じ
た
声
帯
ポ
リ
ー
プ
を
60
歳
の
頃
に

手
術
し
て
謡
曲
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

そ
の
後
暫
く
は
音
楽
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

62
歳
頃
か
ら
大
阪
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
や
明
石

混
声
合
唱
団
等
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

合
唱
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
感
じ
て
い
た
と
こ

ろ
、
大
阪
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
で
発
声
指
導
を
さ

れ
て
い
た
橘
茂
氏
か
ら
教
え
て
頂
け
る
こ
と
に

な
り
、
会
社
退
職
後
の
66
歳
か
ら
歌
を
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

橘
氏
の
留
学
で
指
導
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
後
、
幸
い
に
も
加
古
川
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
参
加

時
に
知
り
合
っ
た
中
村
雅
幸
氏
か
ら
フ
ス
ラ
ー

発
声
法
を
中
心
と
し
た
発
声
と
歌
唱
法
の
指
導

を
受
け
、
２
０
０
８
年
か
ら
は
現
在
ま
で
、
花

畑
昌
克
氏
か
ら
森
山
式
発
声
法
を
中
心
と
し
た

指
導
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始
め
た
頃
は
、「
今
頃
か
ら

歌
を
」
と
呆
れ
ら
れ
た
り
も
し
た
そ
う
で
す
が
、

一
種
の
筋
肉
で
あ
る
声
帯
自
体
は
老
化
し
な
い

と
聞
い
た
こ
と
を
糧
と
し
て
、
声
帯
を
通
る
呼

気
を
維
持
強
化
す
る
為
に
、
週
２
回
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
筋
ト
レ
や
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
鍛
錬
を
続
け
る
と
と
も
に
、
食
事
に
も
気
を

遣
わ
れ
、
発
声
の
工
夫
や
研
究
も
行
っ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
は
、
音
楽
活
動
の
一
環
と
し
て
、
姫
路

市
の
御
国
野
ス
ィ
ー
ト
ホ
ー
ム
や
高
松
市
の
合

唱
団
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
と
い
っ
た
合
唱
団

に
参
加
す
る
ほ
か
、
毎
年
１
月
末
に
は
姫
路
市

で
、
５
月
に
は
い
な
み
の
学
園
高
齢
者
大
学
で
、

歌
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
も
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

自
彊
会
の
役
員
会
開
催
日
等
で
は
、
未
だ
に

明
高
前
バ
ス
停
か
ら
小
走
り
で
資
料
館
ま
で
進

ま
れ
る
お
姿
を
お
見
か
け
し
て
お
り
、
お
元
気

で
溌
剌
と
し
て
い
る
様
子
か
ら
す
る
と
、
次
は

白
寿
で
美
声
を
お
聴
か
せ
頂
け
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
藤
先
輩
は
水
彩
画
に
も
優
れ
た
才

能
を
お
持
ち
で
、
こ
こ
数
年
の
自
彊
会
だ
よ
り

の
裏
表
紙
の
絵
を
担
当
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、

自
彊
会
会
員
に
は
お
馴
染
み
の
と
こ
ろ
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
会
場
に
も
、

自
身
が
描
か
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
マ
ル

コ
広
場
の
水
彩
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
先

輩
は
、
図
画
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
海
外
出
張
が
多
か
っ
た
50
代
半
ば
の
頃
に
、

写
真
よ
り
絵
の
方
が
記
憶
に
残
る
の
で
は
と
考

え
て
小
巻
先
生
の
元
で
水
彩
画
を
習
い
始
め
、

学
生
時
代
に
培
っ
た
機
械
部
品
の
製
図
技
術
を

生
か
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
褒
め
ら
れ
て
気
分
良
く

ス
タ
ー
ト
し
、
構
図
や
水
彩
技
法
、
質
感
表
現

な
ど
を
学
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

関
西
水
彩
画
会
委
員
の
松
井
美
保
子
先
生
に

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
同
会
展
へ

の
出
展
を
勧
め
ら
れ
、
２
年
連
続
入
賞
で
の
会

友
推
挙
や
会
員
推
挙
を
経
て
、
現
在
は
会
員
と

し
て
３
月
出
展
が
ノ
ル
マ
の
大
作
を
準
備
す
る

傍
ら
、
秋
の
兵
庫
県
総
合
水
彩
画
展
に
も
出
展

し
、
月
２
回
姫
路
市
の
水
彩
画
教
室
で
講
師
を

務
め
る
ほ
か
、
火
曜
ス
ケ
ッ
チ
会
で
の
写
生
や

明
石
勤
労
福
祉
会
館
で
の
人
物
デ
ッ
サ
ン
も
さ

れ
る
な
ど
忙
し
く
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

安
藤
先
輩
か
ら
は
、
戦
時
中
の
キ
シ
ロ
鉄
工

所
（
現
株
式
会
社
き
し
ろ
）
へ
の
勤
労
動
員
や
、

勤
め
て
お
ら
れ

た
東
洋
紡
に
関

す
る
こ
と
な
ど

も
含
め
て
、
多

岐
に
わ
た
っ
て

色
々
お
話
し
頂

き
ま
し
た
が
、

４
時
間
近
く
の

間
お
疲
れ
の
様

子
も
見
せ
ず
、

二
回
り
近
く
下

の
年
齢
の
我
々

よ
り
遥
に
お
元

気
な
姿
に
、
歌

に
水
彩
画
に
と

今
後
も
益
々
活

躍
さ
れ
る
こ
と

と
確
信
し
た
次

第
で
す
。

（
文
責
：
藤
丸
・
長
塩
）

自 
彊

自自  
彊彊

不 

息

不不  

息息
独唱会は自彊会ホームページ
スポットライト欄で紹介中
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帯 広 畜 産 大
弘 前 大
山 形 大
筑 波 大
東 京 藝 大
富 山 大
信 州 大
滋 賀 大
京都工芸繊維大
大 阪 教 育 大
神 戸 大
兵 庫 教 育 大
和 歌 山 大
鳥 取 大
島 根 大
岡 山 大
山 口 大
徳 島 大
香 川 大
愛 媛 大
高 知 大
九 州 工 大
福 岡 教 育 大
熊 本 大
琉 球 大

合　計

秋 田 公 立 美 大
長 岡 造 形 大
金沢美術工芸大
公 立 小 松 大
福 井 県 立 大
静 岡 文 化 芸 大
愛 知 県 立 芸 大
福 知 山 公 立 大
滋 賀 県 立 大
京 都 市 立 芸 大
大 阪 公 立 大
神 戸 市 看 護 大
兵 庫 県 立 大
神 戸 市 外 大
公立鳥取環境大
島 根 県 立 大
新 見 公 立 大
岡 山 県 立 大
尾 道 市 立 大
福 山 市 立 大
広 島 市 立 大
県 立 広 島 大
山口東京理科大
下 関 市 立 大
北 九 州 市 立 大
香川保健医療大
高 知 工 科 大
高 知 県 立 大
沖 縄 県 立 芸 大
合 計
国公立大学合計

千 葉 工 大
青 山 学 院 大
法 政 大
日 本 大
東 京 歯 大
女 子 美 大
多 摩 美 大
東 海 大
東 京 農 大
日 本 体 育 大
武 蔵 野 美 大
京 都 産 大
京 都 精 華 大
京 都 芸 大
同 志 社 大
同 志 社 女 子 大
佛 教 大
立 命 館 大
龍 谷 大
追 手 門 学 院 大
大 阪 経 大
大 阪 芸 大
大阪経済法科大
大 阪 工 大
大 阪 産 大
大 阪 体 育 大
大阪電気通信大
関 西 大
関 西 外 大
近 畿 大
摂 南 大
大 和 大
関 西 学 院 大
甲 南 大
甲 南 女 子 大
神 戸 学 院 大
神戸芸術工科大
神 戸 女 学 院 大
神 戸 女 子 大
神 戸 薬 大
神戸松蔭女子大
神 戸 親 和 大
姫 路 獨 協 大
武 庫 川 女 子 大
流 通 科 学 大
兵 庫 医 科 大
神 戸 常 盤 大
岡 山 理 科 大
そ の 他

合　計

国立清水海上技術
短 期 大 学 校
公立三重短期大学

短 期 大 学 合 計

専 門 学 校 合 計

就職・公務員合計

【 国 立 大 学 】

大　学　名 21
年

22
年

23
年

1
1
2

1（1）
1
2
1

2（1）
1
1

2
2（1）

2
1

1

21 （3）

1

1
3（3）

1

1
1
1

1
1

2（1）
2

1

1（1）

17（5）

 

1
2（2）

1

1
2

1
1

2（1）
1

1
1
1

2

1
18（3）

1（1）

2（2）
1

1（1）
2（2）

1

1

6
1

1
1
1
1
1
1

1
1
1

1（1）
26（7）
47（10）

2

3

2（1）

1
2（1）

4
1

1

2

2

1
21（2）
38（7）

 

2（1）

1（1）
1

2（2）

1

10

1

2
2

3
1

1
1
1

29（4）
47（7）

 

1（1）
2
3

1
4（1）

1
17

9（3）
1
11

4（2）
6（2）

2
10
1
1
27

37（6）
5

14（1）
13
4

12（2）
8

8（2）
14（1）
57（4）

22
115（1）

3
3
50
2
22
3
5
35
31
2
6

5（2）
64（3）
641（31）

1
1

3
5
2

7
17（4）

9
2

12（8）
1
2

15（5）
6

6
4

16
15
2
12

16（1）
2

42（12）
24
1

25（2）
50
18

134（3）
9
8
28
1
4
2
3
18
17
4
4
3

92（1）
607（36）

 

1
2

1
1

4（4）

1
9
7
6
2

10（1）
17
5
21
8
2

26（1）
3
2
3
11
5

24（4）
8
5

27（3）
53（1）

5
110（2）

8
2
14

6
8
6
31
15
6
6

2（1）
55

538（17）

 

2

1

46（1） 12 16

68（5） 34 40

3 2 4

明石高校過去3年間の進路実績
【 私 立 大 学 】

【 公 立 大 学 】

【 他の国 公 立 学 校 】

数字は合格総数、（ ）内は既卒生の合格数
令和5年3月29日現在

継
続
は
力
な
り

　
　

　
　
　
　
　
75
回
生
学
年
主
任

　
　
櫻 

井　

寛 
員

　

春
風
が
心
地
よ
い
季
節
か
ら
新
緑
が
若

さ
溢
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
自
彊
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
石
高
校
で
は
去
る
３
月
１
日
に
第
75

回
生
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
男
子
１
３
２

名
、
女
子
１
７
７
名
の
計
３
０
９
名
が
母

校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
入
学
時
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
様
々
な
教

育
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
自
彊
会
の
皆

様
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。
多
く
の
困
難
に
も
負
け
ず
、
75
回
生

の
生
徒
た
ち
は
明
石
高
校
の
建
学
の
精
神

で
あ
る
「
自
彊
不
息
」
の
下
、
勉
強
に
部

活
動
に
自
ら
進
ん
で
努
力
し
、
励
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
、
明
石
高
校
で

学
び
、
過
ご
し
た
３
年
間
が
満
足
の
い
く

も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
開
校
１
０
０
周
年
を
迎

え
、
さ
ら
に
令
和
６
年
度
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

探
究
科
単
位
制
が
開
設
さ
れ
る
新
生
明
石

高
校
に
と
っ
て
、
75
回
生
の
卒
業
後
の
進

路
が
最
大
の
関
心
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

75
回
生
の
生
徒
た
ち
は
非
常
に
真
面
目

で
、
補
習
の
参
加
者
も
多
く
、
欠
席
す
る

生
徒
も
ほ
ぼ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
わ
れ
わ
れ
教
員
の
責
任
も
重
大
で

し
た
。
受
験
生
と
し
て
、
意
識
を
持
っ
て

第
一
志
望
校
を
定
め
、受
験
勉
強
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
生
徒
に
は
受
験
生
宣
言
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
４
月
に
は
第

一
志
望
届
を
全
員
に
提
出
さ
せ
、
早
期
の

受
験
に
対
す
る
ス
タ
ー
ト
を
促
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
わ
れ
わ
れ
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
進
路
実
現
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
生
徒
・

保
護
者
が
多
く
、
学
校
推
薦
型
選
抜
（
指

定
校
推
薦
）
の
希
望
者
が
少
し
多
く
な
り

ま
し
た
。そ
れ
で
も
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

精
神
的
に
つ
ら
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
諦
め
る
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
最
後
ま
で
切

ら
せ
な
い
よ
う
に
、
生
徒
が
選
ん
だ
進
路

に
自
信
を
持
っ
て
向
か
え
る
よ
う
、
継
続

し
て
学
年
団
一
致
団
結
し
て
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
就
職
関
係
で
す
が
、
希
望
者
４

名
は
選
択
肢
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
が
や
り
た
い
職
業
を
し
っ
か
り
調
べ
、

希
望
の
企
業
の
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
専
門
学
校
希
望
者
や
短
期
大
学

希
望
者
も
然
り
。「
将
来
即
戦
力
と
し
て
活

躍
で
き
る
ス
キ
ル
を
磨
く
」
と
い
っ
た
、

し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
も
っ
て
学
校
の

特
徴
を
理
解
し
、
自
分
に
合
っ
た
学
校
を

選
び
、
合
格
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
４
年
制
大
学
進
学
関
係
で
す
。
国

公
立
大
学
進
路
状
況
で
は
、
昨
年
度
か
ら

１
学
年
８
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
８

ク
ラ
ス
規
模
で
国
公
立
大
学
現
役
40
名
は

目
標
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
生
徒

た
ち
は
よ
く
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特

に
、
明
石
高
校
の
生
徒
た
ち
が
「
最
も
行

き
た
い
大
学
」
の
一
つ
で
あ
る
兵
庫
県
立

大
学
に
10
名
の
現
役
合
格
者
が
出
た
こ
と

は
特
筆
す
べ
き
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
立
大
学
の
結
果
で
は
、
関
関
同
立
、

産
近
甲
龍
と
合
わ
せ
１
３
９
名
の
合
格
者

数
を
出
し
ま
し
た
。「
遠
く
の
国
公
立
大
学

よ
り
近
く
の
私
立
大
学
」傾
向
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
私
立
大
学
の
合
格

者
定
員
の
遵
守
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
合
格
者
の
多
く
が
第

一
希
望
と
し
て
い
る
私
立
大
学
に
合
格
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
学
校
推
薦
型
選
抜
や

総
合
型
選
抜
で
合
格
し
て
も
一
般
入
試
ま

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
も
多
く
、
後
期

試
験
ま
で
頑
張
り
、
嬉
し
い
結
果
を
勝
ち

取
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
進
路
の
多
様

化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
社
会
の
変
化
で
、
国
家
資
格
が
取

れ
る
医
療
系
の
大
学
は
人
気
も
高
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
が
進
路
実
現
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
き
、
周
り
が

見
え
な
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
周
り
の
友
人
が
頑
張
る
姿
を
尊
重
で

き
る
生
徒
も
多
く
、「
75
回
生
の
団
体
戦
」

と
し
て
、
学
年
が
同
じ
目
標
に
向
か
い
努

力
し
頑
張
っ
て
く
れ
た
姿
勢
に
は
、
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。
ま
た
、
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
、
進
路
指
導
部
の
先
生
方
に
も

面
接
指
導
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
ま
さ

に
「
チ
ー
ム
明
高
」
と
し
て
進
路
指
導
に

臨
ん
だ
こ
と
が
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
75
回
生
の
生
徒
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
進
路
実
現
の
た
め
、
真
剣
に

努
力
を
続
け
、
今
後
に
期
待
で
き
る
有
意

義
な
成
果
を
後
輩
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
明
高
!!

’23
年
４
月　

進　

路　

結　

果
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生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る

　
　
　

明
高
で
の
長
く
短
い
１
年

教
頭　

内
藤　

仁
視

　

昨
年
４
月
に
「
本

年
度
４
月
に
教
頭
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」

と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
ば
か
り
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
１
年
後
に
は
新
た
な
辞

令
を
も
ら
っ
て
私
の
長
く
短
い
明
高
生
活
は
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
わ
ず
か
１
年
と
は
思
え
な
い
多
く
の

出
会
い
や
経
験
、
学
び
が
あ
り
、
私
の
生
涯
に
と
っ

て
と
て
も
大
き
な
意
義
の
あ
る
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
明
石
高
校
の
伝
統
と
歴
史
を
肌
で
感

じ
る
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
動
き
と
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
変
革
の
波
に
乗
っ
て
進
ん
で
い
く
「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
」
設
置
に
向
け
た
学
校
改
革
の

動
き
は
、
と
て
も
目
ま
ぐ
る
し
く
、
他
で
は
味
わ

え
な
い
体
験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
１
０
０
周
年
の
記
念
式
典
や
「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
」
開
設
の
瞬
間
を
現
地
で
味
わ

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
近
く
の
学
校
か
ら
お

祝
い
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
任
中
は
自
彊
会
の

会
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
、
事
務
局
の
方
々

に
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

明
石
を
臨
む

難
波　

牧
人

  

明
石
高
校
で
は
67
回

生
の
生
命
科
学
探
究

類
型
の
ク
ラ
ス
担
任

の
後
、
70
回
・
73
回
生

学
年
団
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
40
年
以
上
前
、
大

学
を
卒
業
し
臨
時
講
師
と
し
て
淡
路
島
に
赴
任
し

た
の
が
教
師
生
活
の
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。
明
石

海
峡
大
橋
が
夢
の
架
け
橋
と
言
わ
れ
て
い
た
頃
で
、

年
季
の
入
っ
た
小
さ
く
心
も
と
な
い
播
淡
汽
船
に

乗
っ
て
明
石
海
峡
を
渡
り
ま
し
た
。
生
き
て
本
土

に
帰
れ
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
で
し
た
。
当
時
の

島
民
の
多
く
が
本
土
へ
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
の

と
同
様
に
、
明
石
へ
の
思
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
10
年
前
、
導
か
れ
る
よ
う
に
本
校
赴
任
が

告
げ
ら
れ
、
最
後
の
赴
任
地
に
な
る
と
い
う
決
意

で
、
初
心
に
戻
り
５
年
間
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
更
に
再
任
用
の
５
年
は
奉
公
す
る
決
意
で

し
た
が
、
結
果
的
に
は
多
く
の
先
生
方
に
助
け
ら

れ
、
明
る
い
生
徒
達
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
物
理
の
授
業
は
毎
時
間
が

生
徒
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
修
業
の
よ
う
で

し
た
が
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
顧
問
と
し

て
山
を
歩
き
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
同
じ
意
味
で

大
き
な
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
明
石
海

峡
は
、
六
甲
山
は
も
ち
ろ
ん
県
内
陸
部
の
山
々
か

ら
も
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
明
石
高
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
「
青
空
や
花
は
咲
く
こ
と
の
み
思
ひ
」

　

１
０
０
年
の
伝
統
と
風
格
に
包
ま
れ
て

岩
崎　

善
行
（
高
29
回
）

　

教
員
生
活
の
最
後

に
、
母
校
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
２
年
前

の
４
月
、
30
数
年
ぶ

り
に
校
庭
に
足
を
踏

み
入
れ
て
、
１
０
０
年
の
伝
統
が
息
づ
く
校
庭
の

樹
木
の
風
格
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
校
門
入
っ
て

す
ぐ
の
ク
ス
ノ
キ
は
、
私
が
卒
業
し
た
当
時
は
サ

ン
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
の
中
に
あ
り
、
み
ん
な
に
親
し

ま
れ
た
樹
で
す
。
ま
た
、
生
徒
昇
降
口
の
裏
側
に
、

旧
地
学
教
室
前
の
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
を
囲
む
よ
う

に
校
舎
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

生
物
教
室
に
は
、
90
年
位
前
の
生
徒
が
丁
寧
に

作
成
し
た
植
物
の
標
本
が
大
量
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。
専
門
家
の
人
に
見
て
も
ら
う
と
、
極
め
て
貴

重
で
学
術
的
価
値
の
高
い
標
本
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
今
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
昔
地
学
部
員
と
し
て
集
め

た
化
石
な
ど
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
校
内

の
至
る
所
に
、
１
０
０
年
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。
穏
や
か
で
和
や
か
な
生
徒
と
教
師
の
関
係

も
、
こ
の
落
ち
着
い
た
校
庭
の
雰
囲
気
が
醸
成
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
で
再
任
用
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
も
こ
の
母
校
で
、
時
間
講
師
と
し
て
、
母
校

の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

感
謝

野
内　

仁
輝

　

明
石
高
校
で
は
６

年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
初
年
度
は

72
回
生
の
学
年
付
、

そ
の
後
４
年
間
は
理
数
探
究
類
型
・
広
報
部
長
、

最
後
の
１
年
は
進
路
指
導
部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
理
数
探
究
類
型
・
広
報
部
で
は
、
理
数
探

究
類
型
を
再
び
１
ク
ラ
ス
に
ま
と
め
て
課
題
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。
週
に
１
時
間
も
な
い
よ
う
な

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
熱
心
に

研
究
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
研

究
は
、ど
の
グ
ル
ー
プ
も
自
分
た
ち
で
実
験
、観
察
、

検
証
を
行
っ
て
い
る
と
、
大
阪
大
学
の
山
口
和
也

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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が
き
ま
っ
た
と
き
、
伝
統
と
歴
史
あ
る
こ
の
学
校

の
一
員
と
な
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
同
時

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
思
い
で
い
ま
し
た
。

前
任
校
で
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
、
そ
う
し
た
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
も
、

新
し
い
環
境
の
中
で
、
様
々
な
こ
と
を
一
か
ら
勉

強
す
る
つ
も
り
で
心
機
一
転
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

明
石
高
校
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
数
日
、

元
気
に
挨
拶
し
て
く
れ
る
生
徒
や
、
部
活
動
に
励

む
生
徒
の
様
子
を
見
て
、
本
当
に
活
気
の
あ
る
良

い
学
校
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
身
の
回
り
の
環
境

が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
お

い
て
、
高
校
生
と
し
て
の
３
年
間
は
生
徒
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
か
つ
貴
重
な
時
間
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
生
徒
の
成
長
を
少
し
で
も
手
助
け
で
き

る
よ
う
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
授
に
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
と
て
も
誇

ら
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
理
数
探
究

類
型
は
今
後
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
と
し
て
さ
ら

に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ど

こ
か
の
研
究
発
表
会
で
明
高
生
の
発
表
を
聞
け
る

こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ら
れ
る
年
に
、
明
石
高
校
を
離
れ
て
し
ま
う
の
は

と
て
も
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
石
高
校
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
６
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
彊
が
丘　

奥
田　

智
子

　

管
理
棟
と
教
室
棟
を

結
ぶ
渡
り
廊
下
が
足

元
ま
で
ガ
ラ
ス
張
り

で
、
明
る
い
校
舎
だ

な
と
い
う
第
一
印
象
を
持
っ
て
か
ら
早
７
年
。
71
、

74
、
75
回
生
の
担
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

春
は
校
門
近
く
に
サ
ク
ラ
が
咲
き
誇
り
（
化
学

室
が
お
花
見
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
）、
初
夏
に
は
生
徒

会
室
横
に
ビ
ワ
、
秋
に
は
音
楽
棟
北
側
に
カ
リ
ン

や
講
堂
南
側
に
オ
リ
ー
ブ
が
実
る
な
ど
、
四
季
折
々

の
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。
明
高
生
は
か
ら
り
と

明
る
く
、
文
化
祭
や
体
育
大
会
へ
の
取
組
み
が
積

極
的
で
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
一

緒
に
早
朝
や
放
課
後
の
準
備
・
練
習
に
参
加
し
た

こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
学
年
が
上
が

る
と
放
課
後
図
書
室
で
遅
く
ま
で
勉
強
す
る
姿
も

見
ら
れ
、
微
力
な
が
ら
進
路
実
現
の
力
添
え
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
３
年
間
は
世
界
的
に
不
測
の
事
態
と
な

り
、
分
散
登
校
や
マ
ス
ク
で
聞
こ
え
づ
ら
い
授
業
、

修
学
旅
行
な
ど
行
事
の
中
止
…　

生
徒
と
と
も
に

戸
惑
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

ん
な
中
で
も
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
充
実
し
た
高

校
生
活
に
し
よ
う
と
す
る
明
高
生
の
底
力
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

新
学
科
の
設
立
な
ど
、
今
後
更
な
る
進
化
を
見

せ
る
明
石
高
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

恩
返
し

松
原　

史
弥
（
高
65
回
）

　

こ
の
度
県
立
西
脇
北
高
等
学
校
よ
り
赴
任
し
ま

し
た
松
原
で
す
。
約
10
年
ぶ
り
に
母
校
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

在
学
当
時
先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
事
を
、

今
度
は
教
員
と
し
て
明
高
生
に
教
授
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、
少

し
で
も
明
石
高
校
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
自
彊
不
息
」
の
建
学
精
神
に

即
し
た
人
物
を
育
成
し
、
卒
業
時
に
「
明
石
高
校

に
入
学
し
て
き
て
よ
か
っ
た
！
」
と
明
高
生
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ご
縁
を
大
切
に

八
巻　

彩
未

　

こ
の
度
、
県
立
加
古
川
南
高
校
よ
り
赴
任
い
た

し
ま
し
た
、
八
巻
（
や
ま
き
）
で
す
。
実
は
自
身

が
中
学
生
の
頃
、
明
石
高
校
美
術
科
の
説
明
会
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
術
科
棟
全
体
が

醸
し
出
す
重
厚
感
や
特
有
の
絵
の
具
の
匂
い
、
ず

ら
り
と
並
ぶ
授
業
作
品
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し
当
時
の
私

は
美
術
科
を
受
検
す
る
決
心
が
つ
か
ず
、
普
通
科

の
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
を
考
え
る
う
え
で
美
術
の
勉
強
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
捨
て
ら
れ
ず
、
結
局
、
美

術
系
学
部
の
あ
る
大
学
へ
進
学
。
毎
日
作
品
制
作

に
追
わ
れ
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

上
に
作
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
日
々
で
し
た
。
そ

の
後
、
兵
庫
県
で
美
術
の
教
員
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
ま
さ
か
こ
う
し

て
明
石
高
校
で
過
ご
す
日
が
来
る
と
は
。
ご
縁
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
切
に
し
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

心
機
一
転

筏　

信
一
郎

　

こ
の
度
、
県
立
山
崎
高
等
学
校
か
ら
異
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
教
科
は
地
歴
公
民
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
明
石
高
校
へ
の
異
動

よ
う
こ
そ
明
高
へ



第 31 号2023 年 6 月 10 日 自彊会だより

（18）

〝
で
き
る
時
〟
に
〝
で
き
る
事
〟
を
！

〝
で
き
る
事
〟に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！　

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｓ 

Ｉ
Ｓ 

放
送
部
！

～
全
国
大
会
・
甲
子
園
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
農
園
作
業
ま
で
何
に
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〝
明
石
高
校
初
〟=

価
値
の
創
造
！
～顧

問
　
山
中
　
良
秀

　

自
彊
会
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
24

号
以
来
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
２
０
１
７
年
、
朗
読
部
門
で
40
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
へ
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
以
降
、
し
ば
ら
く
全
国
大
会
ま
で
は
進

出
で
き
ず
「
ま
た
40
年
か
…
、
そ
う
な
る

と
生
命
が
無
い
…
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら

過
ご
す
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
制
約
が
残
る
中
で
部
員
は
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
国

に
は
届
か
な
い
も
の
の
子
ど
も
の
館
朗
読

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
２
年
連
続
で
決
勝
に
進

み
、
つ
い
に
は
第
１
位
に
な
っ
た
部
員
も

出
て
き
ま
し
た
。
明
石
高
校
初
の
出
来
事

で
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
２
年
、
そ
の
頑
張
り

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
も
表
れ
て
き
ま
し
た
。
５

年
ぶ
り
に
全
国
大
会
へ
進
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
度
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

で
の
進
出
で
す
。
す
る
と
、
思
わ
ぬ
副

産
物
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
高
校
野

球
の
開
閉
会
式
で
の
司
会
進
行
の
大
役
が

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
第
１
０
４
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
兵
庫
大
会
閉
会
式
、

第
67
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
開
始
式
・
閉
会
式
と
３
度
も
大
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
高
校
野
球
の
司
会
進
行

な
ど
全
く
の
他
人
事
だ
っ
た
だ
け
に
、
顧

問
と
し
ま
し
て
も
、〝
夢
〟
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
か

す
る
と
、
い
つ
の
日
か
、〝
放
送
部
甲
子
園

初
出
場
（
ち
な
み
に
野
球
部
は
14
回
出
場
、

21
勝
14
敗
、
昭
和
62
年
以
来
の
出
場
を
多

く
の
方
々
が
祈
念
中
）〟
も
あ
り
得
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
〝
夢
〟
に
す
る

こ
と
も
畏
れ
多
い
も
の
で
し
た
が
、〝
夢
〟

に
し
て
も
い
い
の
な
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
２
０
２
２
年
は
第

41
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
兵
庫
大

会
～
御
食
国
ひ
ょ
う
ご
～
に
も
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
は
、
早
速
、
ラ
ジ
オ
関
西

主
催
の
〝
は
た
ち
の
献
血
〟
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
Ｃ
Ｍ
作
成
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、〝
明
石
高
校
初
〟
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
少
し
で

も
部
員
の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に

大
き
な
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
く
れ
た
２
０
２
３
年
３
月

卒
業
の
部
長
・
副
部
長
か
ら
の
思
い
、
当

初
１
名
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
部
員
の
思

い
も
、
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

放
送
部
部
長
：
村
上　

愛
（
高
75
回
）

　

私
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
多
く
の
も
の
を

奪
わ
れ
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

高
校
生
活
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い

え
、〝
冷
静
に
な
っ
て
〟
振
り
返
れ
ば
、
と

い
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
間
一
般
に
見
れ
ば
そ
の
認
識
は
間
違
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、当
人
と
し
ま
し
て
は
〝
否
〟

と
答
え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
か
っ

た
の
で
す
。
何
か
の
催
し
事
が
中
止
さ
れ

る
背
景
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
〝
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
〟
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
度
先
生
方
は
代
案
を
考
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
活
に
飽
き
な

ど
な
い
の
で
す
。
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
、

失
っ
た
も
の
を
数
え
る
こ
と
は
早
々
に
や

め
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
部
活
動
も
そ
の
一
部

だ
っ
た
の
で
す
。〝
例
年
〟
と
い
う
言
葉

が
当
て
は
ま
ら
な
い
三
年
間
で
し
た
。
そ

の
た
め
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
な
く
伸
び

伸
び
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
お
昼
の
ラ
ジ

オ
放
送
や
リ
ク
エ
ス
ト
、
放
送
部
と
は
一

見
関
わ
り
の
な
い
花
植
え
ま
で
新
し
い
こ

と
を
挑
戦
し
よ
う
と
思
え
た
の
は
、
黙
食

の
味
気
無
さ
や
校
内
の
変
な
静
け
さ
が
嫌

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

☆　

転
退
任　

☆

西　
　

茂
樹　

先
生　
［
校
長
］

（
県
立
武
道
館
へ
）

内
藤　

仁
視　

先
生　
［
教
頭
］

（
加
古
川
東
高
校
へ
）

泥　
　

健
二
郎
先
生
［
事
務
長
］

（
加
古
川
西
高
校
へ
）

難
波　

牧
人　

先
生　
［
理
科
］

（
退
職
）

岩
崎　

善
行　

先
生　
［
数
学
］

（
退
職
）

久
保
田　

毅　

先
生　
［
国
語
］

（
退
職
）

前
田　
　

信　

先
生　
［
体
育
］

（
姫
路
別
所
高
校
へ
）

朝
長　

耕
平　

先
生　
［
数
学
］

（
加
古
川
東
高
校
へ
）

岩
橋　

嘉
大　

先
生　
［
地
歴
］（青

雲
高
校
へ
）

奥
田　

智
子　

先
生　
［
理
科
］

（
明
石
北
高
校
へ
）

野
内　

仁
輝　

先
生　
［
理
科
］

（
姫
路
東
高
校
へ
）

岡
部　

直
美　

先
生　
［
英
語
］

（
夢
野
台
高
校
へ
）

山
本　

尚
子　

先
生　
［
美
術
］

（
い
な
み
の
特
別
支
援
へ
）

三
谷　

美
妃
子
先
生　
［
国
語
］

（
親
和
中
・
高
校
へ
）

森
内　

大
貴　

先
生　
［
実
習
］（二

見
中
学
へ
）

藤
村　

菜
菜
子
先
生　
［
事
務
］

（
高
校
教
育
課
へ
）

神
野　

法
啓　

先
生　
［
事
務
］

（
加
古
川
西
高
校
へ
）

野
﨑　

尚
代　

先
生　
［
事
務
］

（
兵
庫
工
業
高
校
へ
）

放送部
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「
己
を
信
じ
ろ　

仲
間
を
信
じ
ろ
」

顧
問
　
高
石
　
耕
平

　

タ
イ
ト
ル
は
現
在
野
球
部
グ
ラ

ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
看
板
の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
以
前
の
「
闘
志
な
き

者
は
去
れ
」
を
記
憶
し
て
い
る
方
の

ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
中
で
も
特
に

「
仲
間
を
信
じ
る
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
次
打
者
を
信
じ
て

送
り
バ
ン
ト
で
走
者
を
進
め
る
。
野
手
が

守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
を

投
げ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
来
て
く
れ
る
と

信
じ
て
思
い
切
っ
て
送
球
す
る
。
仲
間
を
信

じ
る
こ
と
、
互
い
に
信
じ
あ
う
こ
と
で
好
プ

レ
ー
に
つ
な
が
る
の
が
野
球
で
す
。

　

部
員
た
ち
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
日
頃
か

ら
練
習
に
取
り
組
み
、
試
合
に
臨
ん
で
い

ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
な

か
な
か
試
合
結
果
に
は
表
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
、
投
手
を
中
心
に
粘
り
強

く
守
り
、
走
者
を
堅
実
に
進
め
て
得
点
に

結
び
つ
け
る
と
い
う
チ
ー
ム
の
形
が
出
来

上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
こ
こ

一
番
で
の
勝
負
強
さ
で
す
。
攻
め
る
気
持

ち
、
絶
対
に
勝
つ
と
い
う
強
い
気
持
ち
を

プ
レ
ー
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
結

果
も
つ
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
０
０
周
年
行
事
と
し
て

中
京
大
中
京
と
記
念
試
合
を
行
う
機
会
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
硬
式
野
球

部
Ｏ
Ｂ
や
同
窓
会
の
皆
様
の
期
待
が
集
約

し
て
実
現
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

部
員
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
で
あ

り
、
力
を
伸
ば
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
が
明
高
関
係
者
や

地
域
の
方
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
盛
大
に

校
歌
が
響
く
。
そ
の
日
を
１
日
で
も
早
く

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆　

着　

任　

☆

北
中　

睦
雄　

先
生　
［
校
長
］

（
県
体
育
保
健
課
よ
り
）

山
本　

幸
生　

先
生　
［
教
頭
］

（
東
播
磨
高
校
よ
り
）

岸
本　

啓
子　

先
生
［
事
務
長
］

（
県
教
育
振
興
会
よ
り
）

林　
　

考
輔　

先
生　
［
理
科
］

（
明
石
城
西
高
校
よ
り
）

多
田　

裕
助　

先
生　
［
数
学
］

（
洲
本
高
校
よ
り
）

筏　
　

信
一
郎
先
生　
［
地
歴
］

（
山
崎
高
校
よ
り
）

今
安　

智
之　

先
生　
［
体
育
］

（
尼
崎
小
田
高
校
よ
り
）

西
田　

浩
幸　

先
生　
［
数
学
］

（
加
古
川
西
高
校
よ
り
）

松
原　

史
弥　

先
生　
［
地
歴
］

（
西
脇
北
高
校
よ
り
）

河
本　

裕
之　

先
生　
［
理
科
］

（
明
石
北
高
校
よ
り
）

小
林　

健
司　

先
生　
［
理
科
］

（
明
石
清
水
高
校
よ
り
）

三
浦　

英
碩　

先
生　
［
英
語
］

（
加
古
川
西
高
校
よ
り
）

八
巻　

彩
未　

先
生　
［
美
術
］

（
加
古
川
南
高
校
よ
り
）

藤
田　

俊
正　

先
生　
［
国
語
］

（
神
戸
北
高
校
よ
り
）

永
峰　

幸
奈　

先
生　
［
実
習
］

（
新
採
用
）

大
矢　
　

梓　

先
生　
［
事
務
］

（
舞
子
高
校
よ
り
）

坂
本　

宗
宏　

先
生　
［
事
務
］

（
西
神
戸
特
別
支
援
よ
り
）

小
山　

寿
子　

先
生　
［
事
務
］（

民
間
よ
り
）

　

成
功
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
の
は
、
学
校
の

環
境
と
先
生
方
、
仲
間
と
顧
問
の
先
生
が

い
た
か
ら
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
あ
る
か
ら

失
っ
た
も
の
が
あ
る
な
ら
、
得
た
も
の
も

あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
そ
れ
を
得
ま
し
た
。

タ
ラ
レ
バ
の
話
や
や
る
せ
な
さ
を
、
い
つ

か
叶
え
る
〝
夢
〟
に
昇
華
す
る
術
を
。
後

悔
の
な
い
選
択
よ
り
も
後
悔
の
な
い
選
択

に
す
る
努
力
の
仕
方
を
。
今
あ
る
幸
せ
に

目
を
向
け
る
方
法
を
。

　

私
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な
仲
間

と
先
生
に
出
会
い
、
素
敵
な
思
い
出
を
抱

え
、〝
例
年
通
り
〟
で
は
な
か
っ
た
高
校
生

活
を
過
ご
し
終
え
て
卒
業
し
ま
す
。
き
っ

と
例
年
通
り
で
は
な
い
私
た
ち
に
し
か
掴

め
な
い
未
来
も
あ
る
は
ず
で
す
。
関
わ
り

の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

両
親
に
も
精
一
杯
の
あ
り
が
と
う
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

硬 式 野 球 部



第 31 号2023 年 6 月 10 日 自彊会だより

（20）

　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問　

市
毛　

啓
之

　

２
０
２
０
年
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
過
去
に
類
を
見

な
い
新
年
度
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
入
学

式
、
始
業
式
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
す
べ
て

の
学
校
生
活
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
事
態

と
な
っ
た
。
総
体
は
中
止
と
な
り
、
よ
う

や
く
登
校
が
再
開
し
た
６
月
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
活
気
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
再
開
し
た

と
言
っ
て
も
登
校
で
き
る
の
は
全
校
生
徒

の
半
数
、
さ
ら
に
は
部
活
動
の
時
間
制
限

な
ど
多
く
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か

ら
だ
。
緊
急
事
態
宣
言
か
ら
半
数
登
校
の

期
間
が
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
と
っ
て

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

例
年
、
先
輩
た
ち
の
元
気
で
楽
し
そ
う
な

姿
を
見
て
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
へ
の
入

部
を
決
め
る
新
入
生
が
多
く
い
た
が
、
活

気
の
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
て
新
入
生
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
全
校
生
徒
の
登
校
が
可
能

に
な
っ
て
も
新
入
部
員
は
来
な
か
っ
た
。

粘
り
強
く
勧
誘
を
続
け
、
よ
う
や
く
新
入

部
員
を
迎
え
た
の
は
２
学
期
に
入
っ
て
か

ら
。
そ
れ
も
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
経

験
が
な
い
生
徒
１
名
だ
っ
た
。
幸
い
先
輩

10
名
後
輩
９
名
に
恵
ま
れ
、
人
数
が
少
な

い
な
が
ら
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
、
一

年
一
年
着
実
に
実
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
迎
え
た
２
０
２
２
年
６
月
。

３
年
生
１
名
に
と
っ
て
最
後
の
総
体
予
選
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
会
中
止

前
は
４
季
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
て

い
た
が
、
中
止
を
挟
み
２
年
間
全
国
大
会
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
実
力
を
順
調
に
伸

ば
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
人
数
の
少
な
い

チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
兵
庫
県
で

優
勝
す
る
の
は
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
迎

え
た
初
戦
の
相
手
は
前
年
度
新
人
戦
優
勝

校
で
あ
る
神
戸
野
田
高
校
。
初
回
に
１
点

を
先
制
す
る
も
追
い
つ
か
れ
る
苦
し
い
展

開
と
な
る
。
そ
の
後
両
チ
ー
ム
得
点
を
奪

う
こ
と
が
で
き
ず
、
決
着
が
つ
い
た
の
は

延
長
９
回
。
相
手
シ
ョ
ー
ト
の
失
策
に
よ

る
得
点
で
勝
利
と
な
っ
た
。
延
長
を
戦
い

抜
い
た
１
時
間
後
に
す
ぐ
さ
ま
準
決
勝
を

迎
え
る
と
い
う
体
力
的
に
厳
し
い
状
況
の

中
、
シ
ー
ド
校
を
相
手
に
勝
利
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
迎
え
た
決
勝
戦
。
一
進

一
退
の
攻
防
が
続
く
苦
し
い
展
開
と
な
っ

た
が
何
と
か
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
。
近
畿
大
会
で
は
準
優
勝
。
そ
し
て
、

全
国
総
体
の
１
回
戦
、
開
催
地
の
大
応
援

団
の
声
援
を
受
け
る
須
崎
総
合
高
校
相
手

に
４
点
差
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
の
逆
転
勝

利
。
優
勝
校
の
長
崎
県
大
村
高
等
学
校
に

負
け
は
し
た
も
の
の
初
心
者
キ
ャ
プ
テ
ン

率
い
る
チ
ー
ム
は
全
国
ベ
ス
ト
16
と
い
う

結
果
で
終
え
た
。
県
総
体
か
ら
全
国
総
体

ま
で
厳
し
い
試
合
展
開
を
何
度
も
迎
え
た

が
、
そ
の
度
に
「
キ
ャ
プ
テ
ン
の
た
め
に
」

と
い
う
合
言
葉
の
も
と
チ
ー
ム
一
丸
で
乗

り
越
え
、
試
合
を
追
う
ご
と
に
成
長
し
て

い
っ
た
。

　

１
名
の
新
入
部
員
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
あ
き
ら
め
ず

粘
り
強
く
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
最
後
に

最
高
の
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
県

総
体
前
は
近
畿
大
会
に
出
場
で
き
る
か
ど

う
か
、
と
自
分
自
身
思
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
を
は
る
か
に
上
回
る
結
果
を
選
手
た
ち

が
残
し
て
く
れ
た
。
苦
し
い
展
開
を
幾
度

と
な
く
は
ね
の
け
る
選
手
た
ち
の
姿
は
頼

も
し
く
、
一
戦
一
戦
成
長
し
て
い
く
姿
に

高
校
生
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
た
。

指
導
者
が
限
界
を
決
め
ず
、
生
徒
の
可
能
性

を
信
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
選
手
た
ち
か

ら
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
チ
ー
ム
の
監
督

が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、

こ
の
チ
ー

ム
を
超
え

ら

れ

る

チ
ー
ム
を

作
れ
る
よ

う
、
選
手

と
共
に
努

力
し
て
い

こ
う
と
心

に
誓
っ
た
。
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硬 

式 

野 

球 

部

水
谷　

篤
史
（
高
37
回
）

　

硬
式
野
球
部
は
明
石
中
学
創
立
の
翌
年
、

大
正
13
（
１
９
２
３
）
年
に
創
部
さ
れ
今

年
で
99
年
を
迎
え
ま
し
た
。
硬
式
野
球
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
、「
明
高
ク
ラ
ブ
」
は
令
和

２
（
２
０
２
０
）
年
に
役
員
を
一
新
し
、
会

長
：
高
橋
俊
夫
（
37
回
生
）、
副
会
長
：
藤

村
一
三
（
13
回
生
）、山
崎
信
宏
（
41
回
生
）、

田
中
勝
憲
（
46
回
生
）、
三
輪
明
生
（
49
回

生
）、
会
計
監
査
役
：
宮
嶋　

健
（
37
回
生
）、

事
務
局
長
：
水
谷
篤
史
（
37
回
生
）、相
談
役
：

大
塚
弘
一（
15
回
生
）、吉
川
一
幸（
18
回
生
）

の
新
体
制
で
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

　

明
高
硬
式
野
球
部
は
過
去
、
春
は

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
、‘31
（
Ｓ
６
）
年
、 

‘32
（
Ｓ
７
）
年
、

‘33
（
Ｓ
８
）
年
、

‘34
（
Ｓ

９
）
年
、‘38
（
Ｓ
13
）
年
、‘47
（
Ｓ
22
）
年
、

‘87
（
Ｓ
62
）
年
の
８
回
出
場
し
、
夏
の
大

会
に
は
１
９
３
２
（
Ｓ
７
）
年
、

‘33
（
Ｓ

８
）
年
、‘50
（
Ｓ
25
）
年
、‘60
（
Ｓ
35
）
年
、

‘84
（
Ｓ
59
）
年
、

‘87
（
Ｓ
62
）
年
の
６
回
、

甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
、
１
９
８
４
（
Ｓ
59
）
年
の

夏
の
県
大
会
決
勝
戦
で
、
満
員
札
止
め
超

満
員
の
明
石
球
場
で
の
対
村
野
工
業
戦
に

出
場
し
ま
し
た
。
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で

暖
か
い
地
元
の
方
々
の
応
援
を
背
に
闘
っ

て
勝
っ
た
こ
と
を
つ
い
こ
の
前
の
出
来
事

の
様
に
思
い
出
し
、
今
で
も
応
援
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

古
く
は
も
う
破
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
で

あ
ろ
う
明
石
中
対
中
京
商
の
延
長
25
回
伝

説
の
激
戦
、
桑
田
さ
ん
＋
清
原
さ
ん
の
Ｋ

Ｋ
コ
ン
ビ
に
挑
ん
だ
Ｐ
Ｌ
学
園
戦
（
37
回

生
）、
常
総
学
院
島
田
投
手
（
後
に
大
洋
ホ

エ
ー
ル
ズ
入
団
）
を
打
ち
破
り
池
田
高
校

と
対
戦
し
、
そ
の
夏
に
は
芝
草
投
手
（
後

に
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
へ
）
率
い
る

帝
京
高
校
と
闘
っ
た
（
40
回
生
）。
福
岡
ダ

イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
で
活
躍
さ
れ
た
永
井
智

浩
氏
が
在
籍
さ
れ
た
年
（
46
回
生
）
は
秋

の
県
大
会
で
準
優
勝
を
経
て
近
畿
大
会
に

駒
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
春
の
近
畿
大
会

で
は
和
歌
山
の
智
弁
を
破
り
、
元
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
藤
浪
さ
ん
率
い
る
大
阪
桐
蔭

と
対
戦
（
65
回
生
）
と
数
々
の
戦
歴
を
残

し
た
明
石
高
校
硬
式
野
球
部
で
し
た
が
、

そ
の
後
は
低
迷
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
昨
年
の
夏
の
大
会
で
は
２
回
戦
で

第
一
シ
ー
ド
校
を
粘
り
抜
い
て
接
戦
を
制

し
、
そ
の
勢
い
に
乗
り
４
回
戦
ま
で
駒
を

進
め
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
に
な
り
、
昨
年

の
秋
、
春
の
県
大
会
出
場
も
果
た
し
、
明

石
高
校
硬
式
野
球
部
の
復
活
の
兆
し
が
着

実
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様

も
母
校
の
躍
進
を
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
明
高
ク
ラ
ブ
も
微
力
な
が
ら
現
役
生

へ
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

明
高
ク
ラ
ブ
は
、
高
校
硬
式
野
球
Ｏ
Ｂ

が
集
ま
っ
て
甲
子
園
を
目
指
す
「
マ
ス
タ
ー

ズ
甲
子
園
兵
庫
大
会
」
に
２
０
１
６
年
よ

り
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

世
代
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
図
り
、
道

は
だ
ま
だ
遠
い
で
す
が
甲
子
園
出
場
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
明
高
ク
ラ
ブ
は
、

高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
対
抗
「
ゴ
ル
フ
甲
子
園
」

に
も
出
場
し
て
お
り
、
２
０
１
４
年
に
は

優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
戦
歴
を
残
し
て
お

り
ま
す
。

　

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で
あ
る
「
明

高
ク
ラ
ブ
」
の
新
役
員
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
そ
の

伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
と
重
み
を
改
め
て
認

識
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
加

え
て
今
年
度
に
は
明
石
高
校
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
て
そ
の
記
念
行
事
と
し
て
中

京
大
中
京
高
校
（
旧
中
京
商
業
）
と
の
交

流
戦
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
０
０
周
年
行

事
に
硬
式
野
球
部
と
し
て
華
を
添
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
卒
業
生

の
皆
様
か
ら
も
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
盛
り
上
が
る
の
は
、
現

役
チ
ー
ム
の
躍

進
が
一
番
だ
と

思
い
ま
す
。
現

役
生
の
甲
子
園

出
場
を
切
に
願

い
、
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

後 編
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【
活
動
紹
介
】

美
術
科
支
部

　

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
公
式
マ
ス

コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
山
下
浩
平
さ

ん
（
高
41
回
）
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
重
苦
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続

い
て
い
た
中
、
２
年
後
に
せ
ま
っ
た
大
阪
・
関

西
万
博
が
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
レ
ー
ベ
ルm

ountain 
m

ountain

（
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ン
テ
ン
）
代
表

で
、
我
ら
が
明
高
美
術
科
同
窓
生
の
山
下
浩
平

さ
ん
の
作
品
が
受
賞
し
た
の
で
す
！ 

そ
の
時
点

で
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
も
と

に
、
レ
ー
ベ
ル
の
制
作
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
ア

イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
て
で
き
あ
が
っ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
、
１
８
９
８
点
も
の
応
募
作
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
今
年
１
月
に
は
、
同
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
と
山
下
さ
ん
は
、

「
関
西
元
気
文
化
圏
賞
」
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
高
美
術
科
卒
業
後
、
大
阪
芸
大
へ
進
学
さ

れ
、
近
年
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
絵
本
作
家
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
山
下
さ
ん
。 

明
高
に
通
わ
れ

て
い
た
頃
は
ご
実
家
の
神
戸
に
お
住
ま
い
で
し

た
が
、
現
在
は
東
京
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。 

「
や
ま
し
た
こ
う
へ
い
」
名
義
で
絵
本

を
軸
に
児
童
向
け
の
制
作
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
最
新
作 

『
ち
び
ク
ワ
く
ん 

お
と
う
と
な

ん
て
だ
い
き
ら
い
』（
ほ
る
ぷ
出
版
）
が
昨
年
５

月
末
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
博
開
催
に
む
け
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
形
で

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
山
下
さ
ん
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
、
か
わ
い

ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
活
躍
に
も
目
が

離
せ
ま
せ
ん
ね
！

　
（
文
責
：
美
術
科
支
部

副
会
長　

谷
本　
　

研
（
高
44
回
））

◎美術科７回生（高 44 回）阿波根里恵さん企画
グループ展「way of life」
2022 年 3 月 南港ＡＴＣデザインギャラリー
阿波根さんの他、美術科７回生から６人が
参加しました

◎美術科３回生（高 40 回）堤健二
さん国画会会員によるグループ域展
2022 年 12 月 東京銀座シロタ画廊

◎美術科５回生
（高 42 回）
大久保真理子さんセラ
ミックアート展
～緑時間～
2022 年 8 月大丸京都店
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中
本
栄
美
子
（
高
14
回
）

　

こ
の
度
、
明
中
明
高
創
立
１
０
０
周
年

を
機
会
に
西
松
江
公
会
堂
に
長
年
掲
げ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
山
内
佐
太
郎
初
代
明
中

校
長
先
生
が
揮
毫
さ
れ
た
掛
け
軸
一
幅
を

西
松
江
町
内
会
と
し
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ

き
ま
し
て
概
略
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
が
住
ん
で
お
り
ま
す
西
松
江
の
公
会

堂
２
階
の
床
の
間
に
掛
け
軸
が
二
幅
掛
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昔
か
ら
何
の
不
思
議
も

な
く
今
ま
で
掛
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
秋
に
明
中
明
高
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
耳
に
し

ま
し
て
、
掛
け
軸
に
書
い

て
あ
る
「
皇
紀
二
六
〇
〇

年
山
内
佐
太
郎
」
を
手
掛

か
り
に
何
故
西
松
江
の
公

会
堂
に
山
内
先
生
の
掛
け

軸
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み

ま
し
た
。

　

公
会
堂
に
昔
か
ら
掲
げ

て
あ
る
写
真
の
中
に
皇
紀

二
六
〇
〇
年
（
昭
和
15
年
）

の
記
念
事
業
と
し
て
西
松
江
公
会
堂
が
建

て
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
時
に
床
の
間
に
掛

け
る
お
軸
を
当
時
明
中
の
校
長
で
あ
っ
た

山
内
佐
太
郎
先
生
が
書
か
れ
た
こ
と
が
判

明
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
俄
然「
寄
贈
」を
思
い
立
ち
、

40
年
以
上
お
住
い
の
方
45
軒
を
「
寄
贈
の

お
願
い
」
と
「
掛
け
軸
の
写
真
」
を
持
っ

て
一
軒
一
軒
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
ま
し
た
。

「
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
約
七
割
の

方
が
賛
同
（
あ
と
の
三
割
は
多
い
方
に
賛

成
）
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
内
会
の

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

 

掛
け
軸
寄
贈
の
紹
介

　

お
悔
み

旧
職
員

　
中　
瀬　
越　
子

　
堀　
　
　
　
　
進

　
小　
林　
　
　
豊

　
茶　
谷　
萬
壽
代

　
八　
木　
達　
也

中
学
９

　
松　
村　
守　
夫

中
学
14

　
尾　
西　
敏　
雄

中
学
18

　
釋　
　
　
孝　
俊

中
学
19

　
一　
山　
五　
郎

　
大　
森　
　
　
明

　
森　
川　
忠　
夫

中
学
20

　
河　
渕　
明　
夫

　
栗　
西　
精　
一

　
神　
保　
昌　
隆

　
松　
木　
幸　
夫

併
設
２

　
大　
塚　
和　
則

　
竹　
下　
　
　
喬

　
森　
茂　
　
　
俊

高
校
１

　
上　
川　
　
　
修

高
校
２

　
井　
上　
　
　
健

　
溝　
畑　
昌
三
郎

高
校
３

　
石
丸　
　
　
　
哲

　
岸　
　
　
田
鶴
子

　
中　
戸　
　
　
實

　
浜　
野　
増　
雄

　
森　
　
　
寿　
男

高
校
４

　
鈴　
木　
葉　
子

　
武　
内　
清　
美

高
校
５

　
稲　
田　
一　
雄

　
谷　
口　
睦　
子

　
岡　
本　
義
一
郎

　
西　
尾　
富　
子

　
梶　
山　
勝　
弘

　
土　
方　
　
　
理

　
坂　
口　
倉　
三

　
沢　
井　
睦　
美

　
田　
路　
良　
博

　
中　
戸　
　
　
功

　
長
谷
川　
　
　
甫

　
廣　
田　
昌　
希

　
藤　
田　
弘　
明

　
保　
城　
哲　
夫

高
校
６

　
井　
上　
貞　
雄

　
池　
田　
孝　
雄

　
石　
本　
茂　
樹

　
岩　
本　
有　
信

　
岡　
本　
常　
伸

　
古　
賀　
義　
孝

　
谷　
川　
喜
代
美

　
平　
賀　
波
満
子

　
中　
村　
忠　
義

　
馬　
本　
良　
子

　
野　
澤　
俊　
勇

　
文　
谷　
泰　
久

　
坂　
田　
玲　
子

　
密　
谷　
和　
正

　
村　
井　
弘　
明

　
牟　
禮　
怜　
子

　
山　
口　
喜
美
子

高
校
７

　
井　
筒　
　
　
杲

　
植　
田　
貞　
夫

　
城　
野　
裕　
美

　
河　
合　
　
　
博

　
武　
貞　
鈴　
子

　
今　
井　
恵　
晃

　
塚　
本　
忠　
雄

高
校
８

　
草　
川　
善　
人

　
山　
口　
武　
司

　
横　
井　
健　
至

高
校
９

　
栗　
山　
征　
二

　
中　
村　
澄　
子

　
藤　
尾　
淳　
子

　
柳　
瀬　
竜　
也

高
校
10

　
河　
合　
敦　
子

　
武　
田　
譲　
治

　
藤　
川　
孝　
博

高
校
11

　
栗　
脇　
利　
行

　
万　
並　
慶　
子

　
橘　
　
　
信　
良

　
松　
井　
郁　
江

高
校
12

　
岩　
崎　
好　
伸

　
保　
利　
　
　
房

　
北　
山　
　
　
隆

　
切　
山　
海　
造

　
津　
村　
重　
昭

　
濱　
　
　
好　
文

　
東　
田　
宣　
夫

　
藤　
本　
則　
文

高
校
13

　
飯　
原　
康　
司

　
石　
川　
政
治
郎

　
鵜　
渡　
源
一
郎

　
橋　
本　
絢　
子

　
金　
井　
正　
一

　
澤　
野　
靖　
子

　
坂　
口　
賢　
一

　
西　
村　
博　
夫

　
藤　
原　
福　
正

　
松　
田　
隆　
之

高
校
14

　
井　
上　
博　
富

　
岸　
野　
昌　
文

　
音　
無　
洋　
子

高
校
15

　
片　
岡　
豊　
子

　
丁　
子　
三
千
代

高
校
16

　
大　
垣　
雅　
道

　
大　
渡　
和　
範

　
住　
野　
次　
郎

　
広　
瀬　
敏　
秀

　
伊
集
院　
克　
子

高
校
17

　
稲　
岡　
彰
次
郎

高
校
18

　
北　
原　
克　
禧

　
中　
山　
　
　
榮

　
永　
井　
久　
夫

　
渡　
辺　
　
　
陞　

高
校
19

　
山　
田　
啓　
子

　
中　
井　
喜
三
夫

　
安　
井　
章　
夫

高
校
20

　
竹　
田　
容　
子

　
北　
川　
幸　
男

　
水　
田　
　
　
保

　
湯　
浅　
す　
ま

高
校
21

　
桶
土
井　
栄　
子

　
木　
下　
茂　
信

　
土　
井　
文　
代

　
中　
浜　
　
　
章

　
藤　
本　
美　
子

高
校
22

　
大　
塚　
　
　
勝

　
岡　
村　
　
　
哲

　
金　
井　
　
　
澄

高
校
23

　
井　
上　
隆　
弘

高
校
25

　
生　
頼　
正　
彦

高
校
27

　
高　
橋　
　
　
毅

　
冨　
本　
康　
三

　
正　
木　
三
枝
子

高
校
28

　
太
田
黒　
紀　
子

　
山　
田　
邦　
江

高
校
31

　
岸　
本　
真　
季

高
校
36

　
辻
本　
　
雅　
彦

　
平　
山　
雅　
人

　
伊　
藤　
　
　
保

高
校
42

　
岡　
松　
恭　
子

高
校
43

　
松　
井　
美　
樹

（
４
月
末
日
ま
で
の

判
明
分
）

　
謹
ん
で
、
故
人

の
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。



２０２２年度　決算報告　　（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日）

合　　　　計　　　　　　　　　　　　12,030,000　　　13,881,533　　　1,851,533

１　一般会計
　（収入の部）
　１　２０２１年度繰越金
　２　２０２２年度会費納入金
　３　財政調整基金より
　４　雑収入（ご寄付、銀行利息等）

予算額
1,745,876
7,260,000
3,000,000
24,124

決算額
1,745,876
7,307,000
3,000,000
1,828,657

（単位：円）
増　減
　　　0
　　47,000
　　　0
1,804,533

合　　　　計　　　　　　　　　　　　12,030,000　　　11,335,957　　　△694,043

　（支出の部）
　１　会議費
　２　事業費
　３　事務費
　４　１００周年積立金
　５　予備費

予算額
420,000
7,790,000
3,410,000
400,000
10,000

決算額
336,829
7,436,631
3,162,497
400,000
　　　0

（単位：円）
増　減
△83,171
△353,369
△247,503
　　　0
△１0,000

合　　　　計　　　　　　　　　　　　3,618957　　　　3,618,957

２　基　　金

　①　財政調整基金
　　　　２０２１年度繰越金
　　　　在校生納入
　　　　一般会計へ繰出
　　　　次年度繰越金

（収入の部）

813,957
2,805 ,000

（単位：円）
(支出の部）

3,000,000
618,957

合　　　　計　　　　　　　　　　　　　1,600,000　　　　1,600,000

　②　100周年記念事業特別基金
　　　　２０２１年度繰越金
　　　　２０２２年度積立金
　　　　100周年事業会計へ繰出
　　　　次年度繰越金

1,200,000
400,000

1,000 ,000
600,000

収入合計13,881,533円－支出合計11,335,957円＝収支差額2,545,576円（次年度繰越）

３　100周年記念事業ご寄附総額　　　　　　　　　　　　約２，８４０万円

４　監査報告

2０２２年度の決算について、会計帳簿および関係書類を監査照合した結果、適正に処理されていることを
確認しましたので報告いたします。
　　2023年4月8日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　草川　雄二　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　竹内　信六　印

２０２２年度　事業報告　（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日）

第１回本部役員会
会報第３０号第３回編集委員会
第１回理事会
会報第３０号第４回編集委員会
会報第３０号発行
第２回本部役員会
２０２２年度総会（会場：母校視聴覚教室）
第１回自彊セミナー運営委員会

（コロナ感染不安のため大学見学中止決定）
第３回本部役員会
第２回自彊セミナー運営委員会

（全統模試実施を決定）

第４回本部役員会
第２回理事会
第５回本部役員会
自彊セミナー「全統共通プレテスト」　（３年生）
第６回本部役員会
同窓会役員等新年懇親会

（コロナ感染拡大のため中止）
第７５回生同窓会入会式
第３回理事会
会報第３１号第１回編集委員会
第７３回生「二十歳の集い」
会報第３１号第２回編集委員会

月 日

4

6

7

8

9
9
23
24
4
11
2
2

13
13

9
10
11

1

2
3

17
22
6
19・20
21
28

28
4
4
21
26

内　　　　容 月 日 内　　　　容
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2023 年度同窓会役員
会　長

和田　直樹（高 28 回）

副会長
安藤　　勉（中 18 回）
加護谷榮章（高 ７ 回）
伊川美智子（高 16 回）
佐々木卓郎（高 18 回）
福本　明彦（高 30 回）
鷺森　智美（高 38 回）

常任理事
長塩　知子（高 18 回）
藤丸　達美（高 21 回）
南谷　雄司（高 23 回）
竹林　秀野（高 28 回）
毛笠千代乃（高 30 回）
吉田　信次（高 31 回）
川端　大造（高 38 回）

監　査
草川　雄二（高 11 回）
竹内　信六（高 13 回）

顧　問
北中　陸雄（校　長）
秋山　泰治（高１回）
松本　ヤス（高２回）
清水　正孝（高３回）
浅田　弘子（高６回）
茨木　　智（高８回）
米澤　淑介（高 12 回）
三浦　　宏（高 14 回）
今村意一郎（高 16 回）
松本嘉代子（高 16 回）

学年理事
　安藤　　勉（中 18 回）
　　　　　　  （高 １ 回）
　　　　　　  （高 ２ 回）
　桃尾　行男（高 ３ 回）
　渕上　初美（高 ３ 回）
　宇治原三貴（高 ３ 回）
　黒田　克己（高 ４ 回）
　尾上てる予（高 ５ 回）
　小野　淑子（高 ５ 回）

戎井　晧二（高 ５ 回）
　　　　　  （高 ６ 回）
安藤　博美（高 ７ 回）
石井　清隆（高 ８ 回）
嶋﨑　晴夫（高 ８ 回）
堤　　　明（高 ９ 回）
小山　孝治（高 10 回）
藤原　　博（高 10 回）
柳瀬　　弘（高 11 回）
平野　武彦（高 12 回）
渡邊　正弘（高 13 回）
橘　　幸男（高 13 回）
寺田　三郎（高 14 回）
中本栄美子（高 14 回）
津野　弘子（高 15 回）
嘉藤　弘之（高 15 回）
岡本　建二（高 16 回）
奥田　　寛（高 17 回）
池田　康之（高 17 回）
佐々木卓郎（高 18 回）
岩澤　　武（高 19 回）
井上　利夫（高 19 回）
川井　功一（高 19 回）
伊藤　秀子（高 19 回）
池田　隆行（高 20 回）
村松　克行（高 20 回）
藤丸　達美（高 21 回）
池内　　満（高 22 回）
吉岡　　保（高 23 回）
田中　雅子（高 23 回）
鶴岡　昌代（高 23 回）
河合　昭彦（高 24 回）
河合　　嘉（高 24 回）
瀬川勝太郎（高 25 回）
柏木　喜義（高 25 回）
熊谷　典子（高 25 回）
谷　　千寿（高 25 回）
上山　　宏（高 26 回）
永井　邦治（高 27 回）
八木　雅史（高 27 回）
藤本　英子（高 28 回）
木下佳代子（高 28 回）
小椋　利雄（高 29 回）
前田　　豊（高 29 回）
福本　明彦（高 30 回）
髙橋　秀徳（高 30 回）

内橋美世子（高 30 回）
吉田　信次（高 31 回）
三木　翔理（高 32 回）
宮脇　　貢（高 32 回）
長野　雅三（高 33 回）
松本　和三（高 33 回）
荒牧　和美（高 33 回）
酒田　　智（高 33 回）
磯上美智子（高 33 回）
堀田　健一（高 34 回）
田方　宏幸（高 34 回）
井上利可子（高 35 回）
石下　景教（高 36 回）
伊原　　洋（高 37 回）
宮本　淳子（高 37 回）
黒木　明弘（高 38 回）
西川　昌宏（高 38 回）
廣中　芳範（高 39 回）
北山　力也（高 40 回）
梅田　光一（高 41 回）
谷口　正晃（高 42 回）
高雄　正臣（高 43 回）
稲葉　　展（高 44 回）
本田　　学（高 45 回）
水野あつ子（高 45 回）
藪内　健吾（高 46 回）
西山　　武（高 47 回）
澤田　雅文（高 48 回）

（高 49 回）
（高 50 回）

芝　　純司（高 51 回）
木村功太郎（高 52 回）
小島　一朗（高 53 回）

（高 54 回）
橋本　真彰（高 55 回）
村中　　裕（高 56 回）
西角　千尋（高 57 回）
山本　芳行（高 58 回）
佐藤　　匠（高 59 回）
竹内　裕貴（高 60 回）
和田　亮磨（高 61 回）
西山　直幸（高 62 回）
中下　将太（高 63 回）
小柴　智弘（高 64 回）
櫻井　拳人（高 65 回）
山内　圭哉（高 66 回）

　星野　優輝（高 67 回）
　平田茉有香（高 67 回）
　松村みなみ（高 68 回）
　山澤　勇登（高 68 回）
　前山　颯太（高 69 回）
　豊田　萌夏（高 69 回）
　西岡　美裕（高 70 回）
　木戸健太郎（高 70 回）
　津崎　直暉（高 71 回）
　工藤　優綺（高 71 回）
　前山　颯唯（高 72 回）
　有原　夢乃（高 72 回）
　吉川　大和（高 73 回）
　上月　彩未（高 73 回）
　服部　直弥（高 74 回）
　竹本　　澪（高 74 回）
　安岡　圭祐（高 75 回）
　吉岡さやな（高 75 回）

兵庫県庁支部
　福山　雅章（高 38 回）

神戸市役所支部
明石市役所支部
　前田　　豊（高 29 回）
淡路支部
東京自彊会
　佐々木知子（高 25 回）

美術科支部
　鷺森　智美（高 38 回）

事務局
　木下　裕一（高 15 回）
　吉田　眞司（高 21 回）
　寺口　吉行（高 34 回）
　上田　修平（高 56 回）
　荒田真友子（高 60 回）
　筏　信一郎（高 64 回）
　松原　史弥（高 65 回）

本部役員及び監査は理
事会の承認をいただき
ました。

①転居されたときには新住所をお知らせ下さい。
②お亡くなりになった方の連絡については、 間違い防止のため、 ご逝去の年月日を必ずお知らせ下さい。 
③学年全体の同窓会を開催される場合、 支援金をお渡ししますので、 代表の方は事務局へご連絡をお願

いします。
④事務局が常駐でないため、 電話が繋がらないことも多いと思います。 留守番電話にお名前と電話番号

のメッセージを入れて下さい。後日事務局よりお電話致します。
⑤同窓会運営の基礎となる年会費の納入に、 ご協力をお願いします。

事　務　局　よ　り　お　願　い
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高校 78 回生（明中・明高第 100 回入学生）の紹介
78 回生学年主任　藤田　俊正

　兵庫県立明石高校創立 100 年目にあたる 2023 年、第 78 回生は入学しました。「78」にちなんで、学年の
スローガンを「七転八起」とし、何事にも粘り強く挑戦するチャレンジ精神の涵養を目指しています。
　生徒たちは真面目でおとなしく、入学当初は右も左もわからずに緊張で佇んでいることが多かったので
すが、徐々に学校の雰囲気にも慣れてきており、積極的に行動する生徒も出てきています。
　４月末に行われた遠足では、講堂でのレクリエーションや大蔵海岸でのバーベキューを通して親交が深
まり、現地解散後も砂浜で仲間同士語らう姿を目にすることができました。学習面においては、昨年度か
ら生徒は一人一台タブレットを購入し、授業においてもＩＣＴを活用した教育を積極的に行っています。
　明高 100 年という節目を迎え、建学の「自彊不息」の精神を継承しつつ新たな歴史を刻むべく、また粘
り強く何度も挑戦する精神でこれからの社会の担い手となるべく、78 回生は始動しました。
　これからも温かい目で見守っていただきますようお願い申し上げます。

☆　学年団紹介　☆
１組（美術科）　40 名
　　　担任　宮城　教人
２組（普通科）　40 名
　　　担任　富田　晃圭
３組（普通科）　40 名
　　　担任　今安　智之
４組（普通科）　41 名
　　　担任　松原　史弥
５組（普通科）　40 名
　　　担任　石川真知子
６組（普通科）　40 名
　　　担任　三浦　英碩
７組（普通科）　41 名
　　　担任　青山雄太郎
８組（理数探究）38 名
　　　担任　林　　孝輔
学年主任　藤田　俊正
副主任　　岡野安希子
副担任　　石原　友心

　来賓席の一番手前に座った和田直樹同窓
会長は高校 28 回生。「私が新入生として講
堂に着席し、半世紀が経ったのだなあ」と
感無量の想いで 78 回生を見つめていまし
た。コロナ感染の規制が緩められ、４年ぶ
りに来賓出席の入学式でした。
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